
概 況

演劇年鑑 2023



7

P223124_a_04折_gaikyo@[7-12]_小玉祥子_か06_ 修正日時： 2023年3月2日午後3時10分

２０２０年に始まったコロナ禍は２０２２年になっ
ても続いた。各劇場は消毒液を入り口に置き、
観客にマスク着用を求めるなどの対策を取りつ
つ興行を行ったが、依然として感染拡大は収ま
らず、公演の中止、俳優の休演や代役も目立つ１
年となった。
歌舞伎座では１１、１２月の２か月続きで、「十三

代目市川團十郎白猿襲名披露」が行われた。２０２０
年５月から同年７月まで３か月続きで催されるは
ずが、コロナウイルス感染拡大のために延期と
なっていた。同劇場での公演は２か月になり、２０
２１年には中村吉右衛門が逝去するなど当初の予
定とは演目や配役も変わった。同興行では團十
郎の長男が八代目市川新之助を名乗り初舞台を
踏んだ。まずはそこから始めよう。
両月とも團十郎家の「家の芸」である「歌舞伎

十八番物」が主体になった。１１月の「襲名披露」
は「吉例顔見世大歌舞伎」。昼夜２部制で、昼は
「芝居前」の「祝成田櫓賑」に続き、八代目新之助
初舞台の「外郎売」。新之助が外郎売実は曽我五
郎で早口言葉の言い立てを達者に聞かせた。菊
五郎の工藤を筆頭に左團次の朝比奈、魁春の大
磯の虎、雀右衛門の舞鶴らが周囲を固めた。最
後が團十郎襲名演目の「勧進帳」。團十郎の弁
慶、幸四郎の富樫、猿之助の義経。同世代の３人
の息が合った。
夜の序幕は「矢の根」。幸四郎の曽我五郎、巳
之助の十郎。「口上」を挟んで最後が襲名演目の
「助六由縁江戸桜」。團十郎の助六、菊之助の揚
巻、松緑の意休、魁春の満江、仁左衛門の門兵
衛。白玉は梅枝（７～２０日）と玉三郎（２２～２８
日）。團十郎が容姿を生かしたさっそうぶりを
示した。
１２月の「襲名披露」は「十二月大歌舞伎」。昼
夜２部制で、昼の序幕が「鞘當」。松緑の不破、幸
四郎の名古屋で猿之助と中車が交互に留女、留
男を勤めた。中幕が「京鹿子娘二人道成寺」。菊
之助と勘九郎の花子。團十郎が大館左馬五郎で
荒事の「押戻し」を見せた。最後が「毛抜」。新之

助が粂寺弾正の初舞台狂言。梅玉が春道、雀右
衛門が巻絹、芝翫が万兵衛、錦之助が民部、右團
次が玄蕃で周囲を固めた。
夜の序幕が「口上」。中幕が舞踊の「團十郎

娘」。團十郎の長女、市川ぼたんのお兼。最後
が「助六由縁江戸桜」。團十郎の助六、揚巻は玉
三郎（５～１５日）と七之助（１６～２６日）。意休は彌
十郎（病気休演で１５～２３日まで松緑）、白玉は菊
之助（５～１５日）と梅枝（１６～２６日）、満江は吉弥
（５～１５日）と玉三郎（１６～２６日）。
１月は「寿初春大歌舞伎」。３部制で１部の序幕
が「一条大蔵譚」の「檜垣」「奥殿」。勘九郎の大蔵
卿、扇雀の常盤御前、獅童の鬼次郎、七之助のお
京。１４日は公演中止で、１５～２２日まで扇雀と七
之助が休演で歌女之丞が常盤御前、京蔵がお京
を代わった。次が「祝春元禄花見踊」。獅童の真
柴久吉、勘九郎の山三、七之助のお国。獅童の
長男小川陽喜が初お目見得。
２部の序幕が「春の寿」と題して舞踊２題。「三
番叟」で梅玉の翁、芝翫の三番叟、魁春の千歳。
２７日の千穐楽のみ芝翫が休演し、幸四郎が代
わった。続く「萬歳」は又五郎の萬歳、鴈治郎の
才造。続いて「艪清の夢」（山田庄一演出）。幸四
郎の艪屋清吉。金策に窮した清吉の夢の形をと
り、「忠臣蔵　五段目」や「吉田屋」などのパロ
ディーが展開される。幸四郎が和事味を発揮。
３部の序幕が「岩戸の景清」。松也の景清を中

心に若手花形が出演。１４～２１日は松也の休演
で猿弥が代演。続いて「義経千本桜　川連法眼
館」。猿之助の佐藤忠信、佐藤忠信実は源九郎
狐。コロナ禍による演出変更で自粛されていた
花道の上を飛ぶ宙乗りが再開された。雀右衛門
の静御前、門之助の義経。
２月は「二月大歌舞伎」。３部制で１部の序幕が

「元禄忠臣蔵　御浜御殿綱豊卿」。悠然とした梅
玉の綱豊と生真面目さが際立つ松緑の助右衛門
が好対照。魁春の江島、東蔵の新井勘解由、莟
玉のお喜世。続いて「石橋」。錦之助、鷹之資（１
３～２２日休演）、左近の獅子の精。

［歌舞伎］
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２部の序幕が長唄舞踊「春調娘七種」。梅枝の
曽我十郎、千之助の静御前、萬太郎の曽我五郎。
続いて「義経千本桜　渡海屋　大物浦」。「一世
一代」と銘打った仁左衛門の渡海屋銀平実は平
知盛。前半はさっそうとした船宿主人ぶり、後
半は源氏への強い憎しみから全てを達観した境
地に至るまでの変化が鮮やかであった。孝太郎
の典侍の局、時蔵の義経。
３部の序幕は舞踊「鬼次拍子舞」。芝翫の山樵

実は長田太郎、雀右衛門の白拍子実は松の前。
芝翫が１～９日休演し、彦三郎が１～３日、坂東亀
蔵が４～９日を代演。続いて「鼠小僧次郎吉（鼠
小紋春着雛形）」。菊之助の稲葉幸蔵、歌六の与
惣兵衛、雀右衛門の松山。
３月は「三月大歌舞伎」。３部制で１部が「新・
三国志　関羽篇」（横内謙介脚本・演出、市川猿
之助演出、市川猿翁スーパーバイザー）。スー
パー歌舞伎として作られた作品を猿之助の関羽
を中心に再構築。笑也の劉備、中車の張飛。ス
ピーディーな転換で飽きさせない構成となっ
た。弘太郎が孔明で幹部昇進し、青虎と改名。
２部の序幕が「河内山」で「質見世」「玄関先」。

仁左衛門の河内山、鴈治郎の松江出雲守、千之
助の浪路。仁左衛門がしたたかさと豪快さを出
した。仁左衛門は９～１５日を休演し、歌六が河
内山を代役。続いて「芝浜革財布」。菊五郎の政
五郎、時蔵のおたつの息が合った。
３部の序幕が「輝虎配膳」。芝翫の輝虎が猛将

の大きさ、魁春の越路が気丈さ、雀右衛門のお
勝が優しみを出した。続いて「石川五右衛門」。
幸四郎の五右衛門が公家、盗賊と場面ごとに変
化を見せ、錦之助の久吉が端正さを示した。
４月が「四月大歌舞伎」。３部制で１部が「天一

坊大岡政談」の通し。猿之助の天一坊、愛之助
の山内伊賀亮、松緑の大岡越前。伊賀亮と越前
の網代問答では愛之助のせりふが冴えた。
２部の序幕が「荒川の佐吉」。幸四郎の佐吉が

人間としての成長を描き出した。尾上右近の辰
五郎、梅玉の成川郷右衛門、白鸚の相模屋政五
郎。続いて「時鳥花有里」。義経主従の吉野落ち
の経緯を舞踊仕立てにした。梅玉の義経、又五
郎の傀儡師輝吉実は龍田の明神。
３部の序幕が「ぢいさんばあさん」。仁左衛門

の伊織、玉三郎のるん。続いて「お祭り」。玉三
郎の芸者、中村福之助、歌之助の若い者。

５月は「團菊祭五月大歌舞伎」。３年ぶりの「團
菊祭」。３部制で１部の序幕が「金閣寺」。雀右衛
門の雪姫が愛らしさの中に色気と強さ、松緑の
大膳、愛之助の東吉も役にふさわしい風情を出
した。続いて「あやめ浴衣」。魁春の芸者で若手
花形が出演。
２部の序幕が「暫」。海老蔵の権五郎が豊かな

声量と華やかな容姿を生かした。左團次の武
衡。続いて「土蜘」。菊之助の僧智籌実は土蜘の
精、菊五郎の頼光、丑之助の音若と音羽屋の三
代が顔をそろえた。
３部の序幕が「市原野のだんまり」。梅玉の平
井保昌、莟玉の鬼童丸、隼人の袴垂保輔。続いて
「弁天娘女男白浪」。尾上右近が本公演では初め
て弁天小僧に挑んで成果を上げた。巳之助の南
郷、彦三郎の駄右衛門、隼人の忠信、米吉の赤星。
６月は「六月大歌舞伎」。３部制で１部の序幕は

「車引」。松緑の松王丸、巳之助の梅王丸、壱太
郎の桜丸、猿之助の時平。続いて「猪八戒」（岡
鬼太郎作、猿翁補綴）。猿之助の猪八戒がいけ
にえの娘になりすまして猿弥の妖魔と対決す
る。久々の上演で猿之助がさまざまな所作を軽
やかに見せた。
２部の序幕が「信康」（田中喜三作、齋藤雅文演

出）。染五郎が徳川家康の嫡男、信康で歌舞伎
座初主演。白鸚の家康、魁春の築山御前、莟玉
の徳姫。続いて常磐津舞踊「勢獅子」。梅玉、松
緑の鳶頭、雀右衛門、扇雀の芸者。梅玉が１７～
１９日休演。
３部は「ふるあめりかに袖はぬらさじ」（有吉

佐和子作、齋藤雅文・坂東玉三郎演出）。玉三
郎のお園、鴈治郎の岩亀楼主人、中村福之助の
藤吉、河合雪之丞の亀遊。
７月は「七月大歌舞伎」。３部制で１部が「當世

流小栗判官」の通し。猿之助の小栗判官と浪
七、笑也の照手姫。１８～２９日公演中止。
２部の序幕が「夏祭浪花鑑」。海老蔵の団七が

殺し場に迫力を見せ、雀右衛門のお辰が気風の
良さを感じさせた。右團次の徳兵衛、児太郎の
お梶、市蔵の義平次、左團次の三婦。続いて「雪
月花三景　仲国」。海老蔵の仲国、福助の八条
女院、種之助の仲章、児太郎の小督局。１９～２９
日公演中止。
３部は「風の谷のナウシカ　上の巻―白き魔

女の戦記」（宮崎駿原作、丹羽圭子、戸部和久脚
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本、G２、尾上菊之助演出、尾上菊之丞演出・振
付）。２０１９年の新橋演舞場で初演された作品の
前半部分をベースに台本を改訂し、皇女クシャ
ナに焦点をあてた。菊之助のクシャナ、米吉の
ナウシカ。菊之助が立役の強さを効果的に要所
で出した。米吉がナウシカの一途さを表現。１９
～２９日公演中止。
８月は「八月納涼歌舞伎」。この月からコロナ

禍から始まった同劇場の客席制限が緩和され、
花道の両脇を除く客席での観劇が可能となった。
３部制で１部の序幕が新作歌舞伎「新選組」（手
塚治虫原作、日下部太郎脚本）。手塚漫画の初
の歌舞伎化。二次元的な装置や手塚作品におな
じみのキャラクターの登場など、漫画に寄った
軽やかな作り。歌之助が父の敵討ちを誓う新選
組の青年隊士、深草丘十郎で主演し、中村福之
助が友人の鎌切大作を勤めた。勘九郎の近藤
勇、彌十郎の芹沢鴨。続いて舞踊「闇梅百物
語」。勘九郎の骸骨、七之助の雪女郎ら若手花
形が揃った。１５～１７日公演中止。１９～２５日は
歌之助、福之助休演。大作を勘九郎、丘十郎を
七之助が代役。
２部の序幕が「安政奇聞佃夜嵐」（古河新水原

作、巌谷慎一脚色、今井豊茂補綴・演出）。幸四
郎の青木貞次郎、勘九郎の神谷玄蔵。２人が佃
島の人足寄場から脱走し、甲州で捕縛されるま
でを描いた。幸四郎と勘九郎が好対照。続いて
舞踊「浮世風呂」。猿之助の政吉、團子のなめく
じ。２０、２１日は幸四郎休演で、猿之助が貞次郎
を代役。團子が２０～２８日休演でなめくじを笑
野が代役。１９日公演中止。
３部が「弥次喜多流離譚」（杉原邦生構成、戸部
和久脚本、猿之助脚本・演出）。幸四郎の弥次
郎兵衛、猿之助の喜多八。１９日公演中止。幸四
郎休演で２０、２１日は青虎の弥次郎兵衛。
９月は「秀山祭九月大歌舞伎　二世中村吉右

衛門一周忌追善」。２０２１年１１月２８日に没した吉
右衛門の一周忌追善興行でゆかりの演目が並ん
だ。３部制で１部の序幕が「白鷺城異聞」（中山幹
雄作、松貫四構成・演出）。松貫四は吉右衛門
の筆名。歌六の宮本武蔵、又五郎の本多忠刻。
続いて「寺子屋」。松王丸、源蔵は幸四郎と松緑
の日替わりで実力を発揮。魁春の千代、児太郎
の戸浪、種之助の玄蕃、又五郎の涎くり。歌昇
の長男、種太郎が菅秀才、次男、秀乃介が小太郎

で初舞台。
２部の序幕が「松浦の太鼓」。白鸚が初役で松

浦鎮信、梅玉の大高源吾、歌六の宝井其角、米吉
のお縫。続いて「揚羽蝶繍姿」（戸部和久構成）。
「籠釣瓶」「鈴ヶ森」「熊谷陣屋」「播磨潟だんまり」
「須磨の浦」をオムニバス形式で見せた。
３部の序幕が「仮名手本忠臣蔵　祇園一力茶

屋」。仁左衛門の由良之助、雀右衛門のおかる、
海老蔵の平右衛門。続いて「昇龍哀別瀬戸内　
藤戸」（松貫四構成、川崎哲男脚本）。能「藤戸」
の歌舞伎化。菊之助の藤波と藤戸の悪龍、又五
郎の佐々木盛綱。菊之助が藤波で子を思う母の
情を描き、悪龍では迫力を出した。
１０月は「芸術祭十月大歌舞伎」。３部制で１部

の序幕が「鬼揃紅葉狩」（萩原雪夫作、市川猿翁演
出）。猿之助の更科の前実は戸隠山の鬼女、幸四
郎の平維茂。猿之助が姫姿で鬼女の本性をたく
みに見せた。続いて新作歌舞伎「荒川十太夫」（神
田松鯉口演より、竹柴潤一脚本、西森英行演
出）。講談が原作の赤穂義士外伝物でまとまっ
た作品に仕上がった。松緑の十太夫、猿之助の
堀部安兵衛、坂東亀蔵の松平定直。
２部の序幕が「祇園恋づくし」（小幡欣治作、大
場正昭演出）。古典落語を題材にした新作で１９
９７年初演。鴈治郎が大津屋次郎八と女房おつ
ぎ、幸四郎が留五郎と芸妓染香。２人が男女２役
を演じ分け、軽妙な喜劇に仕上がった。続いて
「釣女」。松緑の太郎冠者、幸四郎の醜女の息が
合った。歌昇の大名、笑也の上臈。
３部の序幕が「源氏物語　夕顔の巻」（萩原雪

夫作）。梅玉の光源氏、孝太郎の夕顔、魁春の六
條御息所。続いて「盲長屋梅加賀鳶」。芝翫の道
玄、雀右衛門のお兼、梅玉の松蔵。「お茶の水土
手際」から「赤門捕物」まで。勢ぞろいはなし。
芝翫は殺しで凄み、お兼とのやりとりにテンポ
感を出し、捕り手との立ち回りはユーモラスに
見せた。
国立劇場の１月は菊五郎劇団主体で「南総里

見八犬伝」の通し。尾上菊五郎監修、国立劇場
文芸研究会補綴。菊五郎の犬山道節、松緑の犬
飼現八と網干左母二郎、菊之助の犬塚信乃、時
蔵の犬坂毛野。四季の風景を織り込んだメリハ
リの利いた公演。
３月は「近江源氏先陣館―盛綱陣屋―」。菊之
助が初役の盛綱で心情の変化を細やかに見せ

演劇年鑑 2023
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た。又五郎の和田兵衛、片岡亀蔵の時政。
６月は「歌舞伎鑑賞教室」で「彦山権現誓助

剣」。「杉坂墓所」「六助住家」で、又五郎の六助、
孝太郎のお園。解説は玉太郎。
７月は「歌舞伎鑑賞教室」で「紅葉狩」。梅枝の

更科姫実は戸隠山の鬼女、松緑の維茂。解説は
萬太郎。
１０月は「義経千本桜」の通し。国立劇場は老
朽化による建て替えのため、２０２３年１０月いっぱ
いで閉場となることが発表された。１０月から
は「初代国立劇場さよなら公演」の副題が付き、
この公演が歌舞伎での最初を飾った。
今回と同じ、菊之助の知盛、権太、忠信の３役
で２０２０年３月に予定されていたがコロナ禍で中
止になっていた。二段目から四段目までを３つ
のプログラムに分けての上演。Ａプロが「鳥居
前」「渡海屋」「大物浦」。Ｂプロが「椎の木」「小金
吾討死」「鮓屋」。Ｃプロが「道行初音旅」「河連法
眼館」。菊之助は３役すべてに成果をあげた。
１１月は「歌舞伎＆落語　コラボ忠臣蔵」。最

初に春風亭小朝の浅野内匠頭による吉良上野介
への刃傷を題材にした新作落語「殿中でござる」
と古典落語「中村仲蔵」の口演。続いて「忠臣蔵
五、六段目」。芝翫の勘平、笑也のおかる、歌六
の定九郎と原郷右衛門、歌昇の千崎弥五郎、萬
次郎のお才、梅花のおかや、松江の源六。芝翫
が追い詰められていく感情をうまく表現した。
新橋演舞場の１月は新作歌舞伎「プぺル～天

明の護美人間～」（西野亮廣原作・脚本、藤間勘
十郎演出・振付）。絵本「えんとつ町のプペル」
が原作。海老蔵のプペル、熊八、田沼。１９、２０
日公演中止。
８月が「超歌舞伎２０２２」。「萬代春歌舞伎踊」（松

岡亮作）獅童の真柴秀康、初音ミクの出雲のお
国。「永遠花誉功」（松岡亮脚本、藤間勘十郎演
出・振付）。獅童の金輪五郎、初音ミクの苧環
姫、小川陽喜の金輪小五郎、國矢の蘇我入鹿、蝶
紫の定高。「超歌舞伎」の南座以外では初の劇場
公演となった。
大阪松竹座は１月が「坂東玉三郎特別舞踊公
演」。「口上」「藤娘」「お祭り」。
７月が「七月大歌舞伎」。昼夜２部制で、昼の序

幕が「嫗山姥」。孝太郎の八重桐、壱太郎の白菊、
幸四郎の煙草屋源七実は坂田蔵人。続いて「浮か
れ心中」（井上ひさし作「手鎖心中」より。小幡欣

治脚本・演出、大場正昭演出）。勘九郎の栄次
郎、七之助のおすず、三浦屋帚木、幸四郎の太
助、鴈治郎の伊勢屋太右衛門、扇雀の番頭吾平。
夜が「堀川波の鼓」。仁左衛門の彦九郎、扇雀
のお種、孝太郎のおゆら、勘九郎の源右衛門、亀
鶴の床右衛門。続いて「祇園恋づくし」。鴈治郎
の大津屋次郎八、おつぎ、勘九郎の太兵衛、幸四
郎の留五郎、芸妓染香。
９月は「歌舞伎特別公演」。３部構成で１部が「傾
城反魂香」。鴈治郎の又平、猿之助のおとく、愛
之助の雅楽之助。「男女道成寺」愛之助の白拍子
桜子実は狂言師左近、壱太郎の白拍子花子。
２部が「神霊矢口渡」。壱太郎のお舟、鴈治郎
の頓兵衛、亀鶴の六蔵、鴈乃助の新田義峯、段之
のうてな。「博奕十王」。猿之助の博奕打、青虎
の閻魔大王。
３部は「夏祭浪花鑑」。愛之助の団七九郎兵
衛、お辰、壱太郎のお梶、青虎の一寸徳兵衛、鴈
治郎の三婦、千壽の磯之丞、りき彌の琴浦。
１０月は「日本怪談歌舞伎　時超輪廻古井処」

（Ｇ２脚本・構成、今井豊茂補綴・演出）。愛之
助の浅山鉄山、細川巴之介、今井翼の室戸光、壱
太郎のお菊、お春の方、莟玉の船瀬三平、高松煌
平、男女蔵の山名宗全。
南座は３月が「三月花形歌舞伎」。午前、午後

の２部制で配役を変えての同一演目。序幕が「番
町皿屋敷」。青山播磨は隼人（午前）、橋之助（午
後）、お菊は壱太郎（午前）、米吉（午後）。続いて
「芋掘長者」。芋掘藤五郎は巳之助（午前午後と
も）、治六郎は橋之助（午前）、隼人（午後）、緑御
前は米吉（午前）、壱太郎（午後）。
５月が「歌舞伎鑑賞教室」。「吉野山」。吉太朗

の佐藤忠信実は源九郎狐、千壽の静御前。
７月が「坂東玉三郎特別舞踊公演」。「口上」「高
尾」「藤娘」。
８月が「坂東玉三郎特別公演」。「東海道四谷

怪談」。玉三郎のお岩、愛之助の伊右衛門、喜多
村緑郎の小仏小平、河合雪之丞の後家お弓。「元
禄花見踊」。玉三郎、雪之丞、吉弥の元禄の女、
緑郎、愛之助の元禄の男。
９月が「超歌舞伎２０２２」。
１１、１２月が「吉例顔見世興行」。３部制で１部の

序幕が「すし屋」。獅童の権太、隼人の弥助、鴈
治郎の梶原。続いて「龍虎」。扇雀の龍、虎之介
の虎。２部の序幕が「封印切」。鴈治郎の忠兵

演劇年鑑 2023
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衛、扇雀の梅川、愛之助の八右衛門、東蔵のおえ
ん、片岡亀蔵の治右衛門。続いて「松浦の太
鼓」。仁左衛門の松浦鎮信、獅童の大高源吾、歌
六の宝井其角、千之助のお縫。３部の序幕が「年
増」。時蔵のお柳。続いて「女殺油地獄」。愛之
助の与兵衛、孝太郎のお吉。

巡業は６，７月が「松竹歌舞伎舞踊公演」。AＢ
プロで配役が異なる。最初が「操り三番叟」。三
番叟は橋之助（Ａ）、中村福之助（Ｂ）、後見が福
之助（Ａ）、橋之助（Ｂ）。続く「連獅子」は芝翫の
狂言師右近後に親獅子の精、歌之助の狂言師左
近後に仔獅子の精。７月２０～２５日公演中止。

１１月が「松竹特別巡業」。「中村獅童のHOW 
TO かぶき」「絵本『あらしのよるに』一人語り」。

御園座は４月が「陽春花形歌舞伎」。昼夜同一
狂言。「相生獅子」。梅枝、莟玉の姫。「雪」。菊
之助の女。「解説」萬太郎。「身替座禅」。菊之助
の右京、彦三郎の玉の井、萬太郎の太郎冠者。

５月が「坂東玉三郎特別舞踊公演」。「口上」。
「隅田川」。玉三郎の斑女の前、鴈治郎の舟長。
「傾城」。玉三郎の傾城。

８月が「超歌舞伎２０２２」。
１０月が「坂東玉三郎特別公演」。「口上」。「十種

香」。玉三郎の八重垣姫、橋之助の勝頼、雪之丞の
濡衣、緑郎の謙信。「狐火」。玉三郎の八重垣姫。

博多座は６月が「六月博多座大歌舞伎」。昼夜２
部制で、昼が「橋弁慶」。彦三郎の弁慶、萬太郎の
牛若丸。「鷺娘」。菊之助。「すし屋」。菊五郎の
権太、時蔵の弥助、梅枝のお里、芝翫の梶原。夜
が「魚屋宗五郎」。菊之助の宗五郎、梅枝のおは
ま、彦三郎の磯部主計之助。「関の扉」。芝翫の
関兵衛、時蔵の傾城墨染、梅枝の小町姫、萬太郎
の宗貞。

８月が「超歌舞伎２０２２」。
平成中村座は１０月が「十月大歌舞伎」。２部構

成で１部が「角力場」。勘九郎の長五郎、虎之介
の長吉、七之助の吾妻、新悟の与五郎。「幡随長
兵衛」。獅童の長兵衛、勘九郎の水野、七之助の
お時、扇雀の唐犬。２部が「綾の鼓」。扇雀の秋
篠、鶴松の華姫、虎之介の三郎次。続く「唐茄子
屋」（宮藤官九郎作・演出）は落語の「唐茄子屋政
談」と「不思議の国のアリス」の世界をないまぜ
にした新作歌舞伎。勘九郎の若旦那徳三郎、七
之助の傾城桜坂、お仲、扇雀の八百八女房よ
し、吉原田んぼの蛙ゲコミ、弥十郎の大家源

六、荒川良々の達磨町の八百八、吉原田んぼの
あめんぼ。

１１月が「十一月大歌舞伎」。２部構成で１部が
「寿曽我対面」。橋之助の祐経、中村福之助の五
郎、歌之助の十郎、新悟の虎、鶴松の少将、勘九
郎の鬼王。「舞妓の花宴」。七之助。「魚屋宗五
郎」。勘九郎の宗五郎、扇雀のおはま、新悟のお
なぎ、橋之助の主計之助、片岡亀蔵の太兵衛。２
部が「唐茄子屋」。「乗合船」。

シアターコクーンでは２月に「渋谷・コクー
ン歌舞伎」。「天日坊」（河竹黙阿弥原作「五十三
次天日坊」。宮藤官九郎脚本、串田和美演出）。
２０１２年以来の再演。勘九郎の法策後に天日坊、
七之助の人丸お六、獅童の地雷太郎、扇雀の久
助。２５、２６日公演中止。

５月が「坂東玉三郎京丹後特別舞踊公演」。「老
松」「羽衣」。

９月が「市川猿之助春秋座特別舞踊公演」。「独
楽」。團子。「口上」。「戻駕」。猿之助の与四
郎、青虎の次郎作、壱太郎のたより。

勉強会も行われるようになった。７月に鷹之資
の「翔之會」。「供奴」。鷹之資。「船弁慶」。鷹之
資の静御前、平知盛の霊、松緑の弁慶、猿之助の
舟長、門之助、猿弥の舟子、左近の義経。８月に梅
玉一門勉強会「高砂会」。「越後獅子」。梅寿。「一
人景清」。梅秋。「将門」。梅蔵の光圀、梅乃の滝
夜叉姫。同月尾上右近自主公演「第六回研の會」。

「かさね」。かさねと与右衛門を右近と吉田簑紫
郎が遣う人形が交互に勤めた。「実盛物語」。右
近の実盛、彦三郎の瀬尾、壱太郎の小万、市蔵の
九郎助、梅花の小よし。同月「第七回あべの歌舞
伎　晴の会」。近鉄アート館。「伊勢参宮神乃
賑」。松十郎、翫雀、當吉郎ら。同月に国立小劇
場で「第２８回稚魚の会・歌舞伎会合同公演」「双
蝶々曲輪日記　角力場、引窓」「俄獅子」。

白鸚が文化勲章、鳥羽屋里長が文化功労者、
梅玉が人間国宝に選ばれた。

澤村田之助、坂東竹三郎が没した。また「演
芸画報」の流れをくむ歌舞伎専門誌「演劇界」が
４月号で休刊となった。
こだま・しょうこ
演劇評論・ライター。著書に「芝翫芸模様」（集
英社）、「二代目 聞き書き中村吉右衛門」（朝日
文庫）、「完本 中村吉右衛門」（朝日新聞出版）。
聞き書きに「８４ 八代目中村芝翫」（光文社）など。
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2月24日にロシアが隣国ウクライナに侵攻し
世界中に衝撃が走った。戦争は長期化し終結の
見通しは立っていない。中国と米国の関係もさ
らに悪化した。7月には参院選の応援をしてい
た安倍晋三元首相が銃撃され死亡した。容疑者
は「母親が世界平和統一家庭連合（旧統一教会）
の信者で家庭が崩壊し、教会と親密な関係の安
倍氏を狙った」と供述、自民党の多くの議員が
教会と繋がりがあったことが発覚し大問題に
なった。岸田内閣が安倍氏を国葬にしたことに
も批判が高まった。昨年の五輪を巡る汚職疑惑
が浮上した。円安で物価が急上昇した。岸田内
閣の4閣僚が辞任に追い込まれ、一方では防衛
費の大幅増加が決定した。コロナ禍は３年目を
むかえても依然として収束せず、1月に感染６
波、8月に7波、12月に8波を迎え感染者数は12
月末で2878万人を超えた。ただしワクチン接
種率も高まり秋から徐々に規制が緩和された。

劇場はコロナ感染を避けるため苦労した。夏
までは多くの劇場が観客数を減らして公演し
た。その後もすべての劇場が観客にマスクの着
用を求め、飲食や会話を禁止している。その努
力で大劇場でのクラスター発生は無かったが、
スタッフやキャストに感染者が出て公演が延期
や中止になったケースは頻発した。観て食べて
喋ってという総合レジャーの性格を持つ商業演
劇界は今年も苦境を強いられた。若い観客が多
いミュージカルを除くと観客数は依然として低
迷したままである。

新橋演舞場は今年も前半は客席数を減らし
て公演した。1月が海老蔵らの新作歌舞伎「プ
ぺル」。2月の前半は齋藤雅文作・演出「有頂天
作家」で渡辺えりとキムラ緑子が主演した。1９９
2年に「恋ぶみ屋一葉」の題で杉村春子と乙羽信
子で初演し、９4年の再演の舞台が読売演劇大賞
最優秀賞を受賞した作品である。明治末、花街
の女たちの手紙の代筆をしている奈津と、人気
作家になった涼月、さらに死んだと思っていた
親友の元芸者小菊、その三人を巡る人情噺が展

開する。渡辺徹、大和田美帆、影山拓也らが共
演した。公演の前半はコロナ禍で休演した。舞
台は一通りの出来に終わった。2月末から３月
前半は夢枕獏原作、マキノノゾミ脚本、鈴木裕
美演出「陰陽師」。陰陽師安倍清明と親友の源博
雅を中心に展開する怪異譚で三宅健と林翔太が
演じた。陰陽師のライバルの蘆屋道満に操られ
鬼になりかけていた姫を二人が協力して助けよ
うとする物語で、脚本演出が上手く面白い舞台
に仕上がった。林が好演し音月桂、木場勝己ら
が共演した。３月中ばはジョセフ・ケッセリン
グ作、錦織一清演出の「毒薬と老嬢」で、1９41年
にブロードウェイで初演、世界中で上演を重ね
てきた喜劇。第二次世界大戦時のニューヨーク
の住宅街が舞台。慈善家を自称する老姉妹は

「部屋を貸します」の貼り紙を出し、訪ねてきた
身寄りのない老人に「おいしい酒」を飲ませて安
楽死させてきた。ところが狂暴な殺人犯が押し
入ってきて事態が混乱していくブラックコメ
ディ。久本雅美と藤原紀香が姉妹を演じ渋谷天
笑、納谷健、丹羽貞仁らが共演した。演出は台
詞を大阪弁にして笑いを盛り上げた。３月後半
はOSKの「春のおどり」。

4、５月は恒例の「滝沢歌舞伎 ZERO」で滝沢秀
明が演出し、Snow Manが出演した。ジャニー
ズ事務所が得意な絢爛としたショーで満員の観
客を集めたが、4月2５日に緊急事態宣言が出て
以後の公演は中止になった。６月はシリーズ第
8弾の「熱海五郎一座」で、吉高寿男作、三宅裕司
構成・演出「任侠サーカス～キズナたちの挽歌
～」を上演した。三宅のほか渡辺正行、ラサー
ル石井、小倉久寛、春風亭昇太らお馴染みのメ
ンバーに、ゲストとして浅野ゆう子とジャニー
ズ事務所の塚田僚一が加わった。暴対法や組員
の高齢化で廃業寸前になった「任侠熱海組」は、
親分の息子でサーカス団の猛獣使いをしている
木下に跡目を継がせた。木下はその才能をヤク
ザ稼業で爆発させるが、それが敵対する女組長
を刺激しマル暴の刑事たちも巻込んだ大騒動に

［商業演劇］

2022年の商業演劇
水落　潔
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なる。7月は「藤山寛美三十三回忌追善喜劇特
別公演」。娘の藤山直美と松竹新喜劇が出演し
て故人の当たり役を上演した。最初が新喜劇の
座員たちによる茂林寺文福作「愛の設計図」で渋
谷天外、高田次郎、故人の孫の藤山扇治郎らが
出演した。次いで「藤山寛美偲面影」と題して故
人の舞台映像を上映し、最後が鍋井克之著、舘
直志脚色「大阪ぎらい物語」。寛美が演じた気は
優しいが風変わりな息子を娘に直して直美が演
じ、林与一、大津嶺子、西川忠志らが共演した。
一部コロナで休演したが、腕のある役者が揃っ
たので、二作とも水準を超える好舞台になっ
た。8月前半はオリジナルミュージカル「流星
の音色」。

後半から９月初めは「超歌舞伎2０22」。半ばか
ら1０月前半はジャニーズ事務所のミュージカ
ル「少年たち」。後半は2０年に初演した「女の一
生」の再演。森本薫が杉村春子のために書いた
作品で文学座の財産演目として上演を重ねてき
たが、2０年に段田安則演出で大竹しのぶが主演
して好評を得た。その時共演した段田、風間杜
夫、銀粉蝶、高橋克実らが再び集結し水準を超
えた舞台に仕上がった。11月から12月前半は
劇団☆新感線の「薔薇とサムライ2　海賊女王
の帰還」。中島かずき作、いのうえひでのり演
出の痛快娯楽劇で、海賊女王を天海祐希、石川
五右衛門を古田新太が演じ、二人が手を携えて
海上制覇を狙う悪の一味に立ち向かう物語。高
田聖子、生瀬勝久、早乙女友貴らが共演。ロッ
クが響く中、変化に富んだコミカルなストー
リーが派手なアクションで展開するこの劇団ら
しい賑やかな舞台であった。後半は「舟木一夫
ロングコンサート」。

松竹はほかに３月にサンシャイン劇場で藤井
清美作、演出「行先不明」を上演した。旅行代理
店を舞台に運が悪いと言われている男がひょん
なことから再起する姿をユーモラスに描いた話
で、佐藤アツヒロが主演し真琴つばさ、五関晃
一らが共演した。4月には日生劇場でミュージ
カル「ジョセフ・アンド・アメージングテクニ
カラー・ドリーム・コート」、９月にはシェイク
スピア作「夏の夜の夢」を井上尊晶演出で上演し
た。舞台を日本の神社の森に置き換え中村芝
翫、南果歩、生駒里奈、高地優吾らが共演した。

帝劇は３月以外は年間ミュージカル路線を貫

いた。ミュージカルのラインナップは1月が
「ジャニーズ・アイランド」、2月が「笑う男」、
4、５月が恒例の「エンドレス・ショック」、６月が

「ガイズ＆ドールズ」、7、8月が「ミス・サイゴ
ン」、９月が「DREAM BOYS」、1０、11月が「エリ
ザベート」、12月が「ジャニーズ伝説2０22」だっ
たが、コロナ禍で一時休演することも多かった。

３月は宮崎俊監督のアニメ映画を舞台化した
「千と千尋の神隠し」を上演した。翻案・演出は
ジョン・ケアードで、能舞台をイメージし木の
質感を生かした美術（ジョン・ボウサー）、人力
で動かすパペット（トビー・オリエ）動と静を組
み合わせた振付（井手茂太）が巧みで幻想的で妖
しい異界を表現、その中で試練に耐え成長して
いく千尋の物語を展開した。千尋は橋本環奈と
上白石萌音のダブルキャストで夏木マリ、咲妃
みゆ、妃海風、橋本さとし、菅原小春、醍醐虎汰
朗ら多彩なジャンルの俳優が共演した。今年屈
指の優れた舞台に仕上がった。

シアタークリエはミュージカルが主流だっ
たが、昨年同様にストレートプレイの公演が増
えた。1月がミュージカル「リトルプリンス」。
2月前半はシリーズになったKERA-CROSS第4
弾で、ケラリーノ・サンドロヴィッチ作「SLAP
STICKS」を三浦直之演出で上演した。物語は1
９３９年、中年男のビリーが伝説のコメディアン
のアーバックル主演のサイレント映画をリバイ
バル上映するため奔走する場面から始まる。ビ
リーは若い時にアーバックルに憧れ、その後サ
イレント映画の助監督になった。舞台は彼の青
春時代、助監督時代、今とを行き来しながら、サ
イレント映画を愛し、その時代を生きた人々の
姿を描いていく。木村達成が若い時代の、小西
遼生が中年のジミーを演じ、桜井玲香、壮一
帆、金田哲らが共演した。2月後半から３月の半
ばはパム・ジェムス作、栗山民也演出、大竹し
のぶ主演の「ピアフ」。極貧の暮らしから世界的
なスターに伸し上ったシャンソン歌手エディッ
ト・ピアフの人生を歌と芝居で綴った舞台で、
再演を重ね大竹の代表作になった。３月末から
4月中ばはミュージカル「ネクスト・トゥ・
ノーマル」、後半はプレミア音楽朗読劇「VOICA
RION XIV ～ スプーンの盾」。５月はヒッチ
コック監督の映画「三十九階段」をウォーリー木
下が上演台本・演出した「ザ・サーティーナイ
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ン・ステップス」だったが、開幕2日目に主役の
平方元基が体調を壊し公演中止になった。６月
はミュージカル「CROSS ROAD」、7月は「ふぉ
～ゆ～」のミュージカル、8月は音楽劇「スラム
ドッグ＄ミリオネア」で同名の小説から瀬戸山
美咲が上演台本、演出した。インドのスラム街
に生まれたラムが人気クイズ番組に出演して難
問を次々にクリアーしていく物語。何故彼が難
問を解けたのかという謎が、彼の波乱の人生と
重ね合わせて展開していく。屋良朝幸が主演し
川平慈英、大塚千弘、村井良大、唯月ふうからが
共演しエネルギッシュな舞台を創り上げた。後
半は「ダディ・ロング・レッグズ」の再演。９月
は「モダン・ミリー」とミュージカルが続いた。
1０月は三田紀房の劇画から劇団チョコレート
ケーキの古川健脚本、日澤雄介演出の「アルキ
メデスの大戦」。1９３３年軍拡路線を歩む日本海
軍で巨大戦艦建造派の嶋田少将と航空母艦建造
派の山本五十六少将が対立する。戦艦建造費に
疑問を持った山本は、天才数学者の櫂にその謎
を解くよう依頼した。戦争を止めたいという山
本の熱意にほだされた櫂は海軍という巨大な権
力と戦うことになるが…という物語。鈴木拡
樹、宮崎秋人、岡田浩暉、神保悟志らが出演し
た。第二次大戦を素材に数々の秀作を作ってき
た古川・日澤コンビだが、この作品は平凡な出
来に終わった。1０月後半からはミュージカル

「ファンタスティックス」、11月はショー「ベル
ベル・ランデヴー」、12月はエイミー・ハー
ツォグ作、上村聡史演出「4０００マイルズ～旅立
ちの時～」を上演した。アメリカの西のシアト
ルから4０００マイルを自転車で走ってきた青年
レオがニューヨークに住む９1歳の祖母ヴェラ
を訪ねてくるところから始まる物語。空間的な
大旅行をしたレオと時間的な大旅行をしてきた
ヴェラが互いの価値観や体験の差を超えて信頼
しあうまでを綴った戯曲で、岡本圭人と高畑淳
子が演じ心温まる好舞台になった。

東宝はほかに2月に日生劇場で「ラ・マンチャ
の男」、３月に「ラ・カージュ・オ・フォール」、５
月に「四月は君の嘘」、1０月に「ジャージー・
ボーイズ」、９、1０月にBrillia HALLで「ヘアスプ
レー」、11、12月にシアターオーブで「天使にラ
ブ・ソングを」と数々のミュージカルを上演し
たが、コロナ禍で一時期中止する公演も多かっ

た。
明治座は自主公演が減り貸館やテレビ局、大

手プロダクションとの提携公演が増えた。1月
は「梅沢富美男劇団」で泉ピン子が特別出演し
た。1月末から2月前半はフジテレビとの共催
で「サザエさん」。前作よりさらに後の物語で、
それぞれ大人になったサザエさん一家の悩みを
描いた舞台。田村孝裕脚本・演出で藤原紀香の
サザエさん。葛山信吾、松平健、高橋惠子らが
共演したが舞台の出来は平凡だった。2月後半
から３月前半は「藤山直美　前川清公演」で横山
一真脚本、竹園元演出の「恋の法善寺横丁」と

「前川清オンステージ」の二本立て。「恋の法善
寺横丁」は小料理屋の女将と先代の主人に恩義
を受けた板前が手を携えて店を守る内に恋仲に
なる人情物語だった。３月後半から4月は末満
健一脚本・演出「刀剣乱舞」。後半から５月初め
は「香取慎吾　二○二二年特別公演」。その後

「五木ひろし劇場」、「吉本新喜劇」を上演した。
６月は「氷川きよし公演」、7月は「吉幾三公演」。
8月は「ゲゲゲの鬼太郎」だったが、コロナ禍の
ため途中で公演を打ち切った。7月末から8月
半ばはミュージカル「三都物語」。９、1０月は「坂
本冬美公演」で中村雅俊が参加、その後「羽世保
スウィングボーイズ」を上演した。11月は「三
銃士企画」の第2弾の倉持裕作・演出の「歌妖曲 
中川大志之丞変化」。三銃士とは明治座、東宝、
ヴィレッヂの３人のプロデューサーがタッグを
組んで製作する公演で、今回は昭和３０年代の歌
謡界を舞台にしたバックステージ物。彗星の様
に現れた人気歌手の謎の経歴を探るというサス
ペンス仕立ての物語で、実は彼は歌謡界を支配
する一家に生まれたが醜い身体を持っていたた
め一家から見捨てられてきた。ところが名医の
手で奇跡的に美しい身体になり、スター街道を
伸し上がる。そして自分を見捨てた一族に次々
と復讐していくという物語で、シェイクスピア
の「リチャード三世」が下敷きになっている。中
川大志が醜い男とスター歌手を演じ分けるのが
趣向で、当時を思わせる歌謡曲をふんだんに
使った娯楽劇であった。松井玲奈、浅利陽介、
池田成志、山内圭哉、中村中らが共演。12月は

「三山ひろし」「北島三郎」「どうなる家康」ほか短
期公演を並べた。

前進座は1月前半に浅草公会堂と京都劇場で
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山田洋次・朱海青脚本、小野文隆演出「一万石
の恋」を上演、1月後半と1０，11月に全国巡演し
た。2月から６月までは「松本清張朗読劇シリー
ズ」「くずーい　屑屋でござい」「ひとごろし」「棒
しばり」で全国巡演。５月の国立劇場公演は鶴
屋南北作「杜若艶色紫」を国太郎、矢之輔、芳三
郎らで41年ぶりに上演した。7，8月は「東海道
四谷怪談」を各地で巡演した後、国立文楽劇場
で上演。９月は国立小劇場ほかで山本周五郎原
作「雨あがる」を上演した。11、12月は小池章太
郎作「牛若丸」を全国巡演した。

梅田芸術劇場が8月にサンシャイン劇場でロ
ベール・トマ作、板垣恭一演出「8人の女たち」
を上演した。雪に閉ざされた豪邸で主人が死ん
でいるとの報があった。屋敷には主人の家族や
メイドなど8人の女が住んでいる。誰が犯人か
という密室スリラーで、湖月わたる、真琴つば
さ、水夏希などキャスト全員が宝塚歌劇の元ス
ター。作が面白いうえ、宝塚スターを揃えた華
やかな舞台になった。９月にドラマシティでも
上演した。

TBSが開局7０周年を記念してホリプロと共
催で、7月に赤坂ACTシアターで「舞台　ハリー
ポッターと呪いの子」を開幕した。半年かけて
劇場を専門劇場に改装したロングラン公演であ
る。「ハリーポッター」シリーズの著者のJKロー
リングが脚本を担当した初の舞台版で1６年に
ロンドンで開幕、ニューヨーク、ハンブルグな
ど世界各都市で上演、日本は7番目の上演にな
る。オリビエ賞９部門、トニー賞６部門を獲得し
た作品で、ハリー、ロン、ハーマイオニーらが魔
法界を救ってから1９年後の物語。ハリーポッ
ターは今では三人の子を持つ中年男で魔法省で
働いている。次男のアルバは英雄になった父親
に反発し、父親たちの時代の事を調べるうち奇
怪な事件に遭遇する。過去と現在が不気味に交
錯するサスペンスで、数々のテクニックで見せ
る魔法をはじめ舞台美術、衣裳、演出の巧さで
最上のエンターテインメントに仕上がった。ハ
リーは藤原竜也、石丸幹二、向井理がリレーで
演じ、多彩なキャストが共演した。劇団☆新感
線が4月に東京建物Brillia HALLで中島かずき
作、いのうえひでのり演出「神州無頼街」を上演
した。福士蒼汰、松雪泰子、高嶋政宏らに粟根
まことら劇団員が共演した舞台で、変化に富ん

だ物語とアクションが見せ場の娯楽大作。
御園座は東京や大阪の舞台の引っ越し公演

が多かった。1月が「中村美律子・純烈公演」ほ
か。2月は「宝塚星組」、３月は「行先不明」「吉幾
三公演」「毒薬と老嬢」。4月は「花形歌舞伎」で、
５月は「玉三郎コンサート」と「舞踊公演」のほか

「北島三郎」「吉本の漫才サミット」、６月は「四月
は君の嘘」「千と千尋の神隠し」、7月は「梅沢富
美男劇団」と、山内惠介、「よしもと若手公演」な
ど。8月は「吉本新喜劇」「流星の音色」、「超歌舞
伎」など。９月は「氷川きよし公演」「舟木一夫公
演」。1０月は「玉三郎特別公演」と「少年たち」。
11月は「ヘアスプレー」と「よしもと爆笑公
演」、12月は「エリザベート」だった。

松竹座は新橋演舞場と連携した公演が多
かった。1月が「玉三郎特別公演」、2月はSKDレ
ビュー「春の踊り」だったがコロナ禍のため途中
で中止。３月は「関ジャニJr.」、4月前半は「東西
ジャニーズJr.　ぼくらのサバイバルウォーズ」
と「毒薬と老嬢」。５月は藤山寛美三十三回忌追
善公演で「愛の設計図」「偲面影」、「大阪ぎらい
物語」を上演した。藤山直美と松竹新喜劇のほ
か、林与一、桂米團治らが出演した。６月は「花
形歌舞伎」、7月は恒例の「大歌舞伎」、8月は関
ジャニの「サマー・スペシャル2０22」、９月は短
期間の「歌舞伎特別公演」の後、東野ひろゆき脚
本、川浪ナミヲ・竹園元演出「アンタッチャブ
ル・ビューティ」を上演した。南のシャッター
商店街の探偵事務所を舞台にした推理劇で、三
田村邦彦の探偵に紅ゆずるが七変化を見せる娯
楽劇。1０月は「新作歌舞伎」、11月は短期公演。
12月は関西テレビと提携した「大阪環状線―天
満駅編」を上演した。シリーズ第３作で天満の
小料理屋一家を巡る1５年間の物語。佐藤江梨
子、月亭八光らが出演した。

新歌舞伎座は今年も歌手のコンサートが中
心だったが、東京で上演した話題作を上演する
ケースも増えている。1月は前川清、藤山直美
で「恋の法善寺横丁」とコンサートで田村亮、野
村真美らが共演。2月は「市川由紀乃」や明治座
からの引っ越し公演「サザエさん」など。３月は

「稲垣潤一」「舟木一夫」「福田こうへい」のコン
サートとミュージカル「カーテンズ」、4月は「神
野美伽」「天童よしみ・コロッケ」「北島三郎」ら
のコンサート、５月は「三山ひろし」「刀剣乱舞」
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など。６月は「吉幾三」「梅沢劇団・研ナオコ」、7
月は「山内惠介」、「氷川きよし」ら。8月は「香西
かおり」「川中美幸」ら。９月はこまつ座の「頭痛
肩こり樋口一葉」と「世良公則」「ゴダイゴ」「吉田
兄弟」「島津亜矢」ら。1０月はシアタークリエか
ら引っ越した「モダン・ミリー」、ノダマップ製
作の「Q」「五木ひろし」、11月はミュージカル

「ジャージー・ボーイズ」「福田こうへい」、12月
は「島津亜矢」、「プレミア朗読劇」「グレイス」と
明治座から引っ越した「歌妖曲―中川大志之丞
変化」というラインナップだった。

南座は1月前半が松竹新喜劇で「お種と仙太
郎」、「お祭り提灯」を上演、後半は「有頂天作家」
で新橋演舞場でも上演した。３月前半は「花形
歌舞伎」。後半は演舞場から引っ越した「陰陽
師」、4月は３年ぶりの「都をどり」。4、５、６月は

「春の舞台体験ツアー」「歌舞伎鑑賞教室」、「舟
木一夫」のコンサート、「初夏の舞台体験ツ
アー」。7月は「桂米朝一門会」「OSKレビュー　
陰陽師」「玉三郎舞踊公演」、8月は「玉三郎特別
公演」、９月はミュージカル「流星の音色」、獅童
の「超歌舞伎」、1０月は「藤山寛美三十三回忌追
善喜劇特別公演」で、松竹新喜劇の「えくぼ」、映
像「藤山寛美 偲面影」、藤山直美主演の「はなの
お六」を上演、1０月末から11月は演舞場から
引っ越した「女の一生」、壱太郎とジャニーズの
タレントが共演した「波濤を超えて」12月は恒
例の「顔見世」だった。

博多座は1月が「ガラスの動物園」、「スラッ
プ・スティックス」「マイ・フェア・レディ」と
東京の舞台の引っ越し、2月が「玉三郎の歌舞
伎」、３月が「サザエさん」「笑う男」、4月が「ピア
フ」「ラ・カージュ・オ・フォール」、５月が「千
と千尋の神隠し」、６月が「歌舞伎」、7月が「四月
は君の嘘」「ガイズ＆ドールズ」、8月は「氷川き
よし」「超歌舞伎」、９月は「エンドレス・ショッ
ク」、1０月は「ヘアスプレー」「ミス・サイゴ
ン」、11月は「プレミア朗読劇」、12月は例年通り
に市民に貸し出したほか文楽を上演した。

今年も多くの演劇人が亡くなった。劇作家の
吉永仁郎（９2歳、３月12日）、俳優の西郷輝彦（7５
歳、2月2０日）、川津祐介（8６歳、2月2６日）、井上
倫宏（６３歳、2月28日）、宝田明（87歳、３月14
日）、山本圭（81歳、３月３1日）、竹内照夫（7５歳、
６月1５日）、佐野浅夫（９６歳、６月28日）、古谷一行

（78歳、8月2３日）、渡辺徹（６1歳、11月28日）、女
優の野村昭子（９５歳、7月1日）、久野綾希子（71
歳、8月22日）、あき竹城（7５歳、12月1５日）、歌
舞伎俳優の坂東竹三郎（87歳、６月17日）、澤村
田之助（8９歳、６月2３日）、長唄の杵屋淨貢（84
歳、1月1９日）、常磐津節の常磐津英寿（９５歳、12
月1５日）、演劇プロデューサーの綿貫凜（1０月３1
日、５8歳）の各氏である。謹んでご冥福を祈り
たい。

みずおち・きよし
1９３６年大阪府生まれ。古典演劇評論家。桜美
林大学名誉教授。早稲田大学文学部演劇科卒
業。毎日新聞社学芸部を経て編集委員。1９９1
年『上方歌舞伎』で芸術選奨新人賞受賞。
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ロシアのウクライナ侵攻により、リアルタイ
ムの映像で悲惨な戦争の状況を見る機会が多く
なった。遠い出来事だった「戦争」がより現実の
ものとして意識させられた1年だった。演劇界
でも、戦争と平和をテーマにした作品が例年以
上に上演された。そして、沖縄が日本に返還さ
れて50年という節目の年だったことから、いま
だに基地が集中する沖縄の現状を問う作品も多
かった。

３年ぶり再演となった野田秀樹作・演出の
NODA・MAP公演「Q　A Night At The Kabu
ki」は、ロミオとジュリエットをモチーフに戦争
のため引き裂かれた２人（松たか子、上川隆也）
の極限の愛の痛切さがさらに増幅した。ロンド
ン、台北でも上演され、大きな反響を呼んだ。

劇作家の古川健、演出家の日澤雄介が率いる
劇団チョコレートケーキは「生き残った子孫た
ちへ　戦争六篇」と題して、戦争を巡る6作品を
連続上演した。沖縄戦の末期、洞窟（ガマ）に逃
れてきた人々の極限状況を描いた新作「ガマ」を
はじめ、1945年8月の敗戦を境に状況が一変す
る朝鮮半島に残された日本人検事たちの姿を描
く「追悼のアリラン」、中国と深く関わりなが
ら、南京事件を止められなかった陸軍大将松井
石根の悔恨の姿が痛切な「無畏」、開戦前に必敗
を予見しながら暴走する軍部を止められなかっ
たエリート官僚が戦後に回顧する「帰還不能
点」、人間魚雷に命を捧げた男たちを描く短編

「〇六〇〇猶二人生存ス」、米国で治療を受けた
原爆乙女をモデルにした短編「その頬、熱線に
焼かれて」を上演した。

古川は劇団以外でも戦争を巡る作品の脚本を
手掛けた。劇団昴で新藤兼人監督の映画をもと
にした「一枚のハガキ」（北村総一郎演出）、シア
タークリエで漫画が原作の山崎貴監督の映画を
もとにした「アルキメデスの大戦」（日澤演出）。

「一枚のハガキ」は戦争末期に召集された中年兵
士から妻へのハガキを託された戦友の物語で、

「アルキメデスの大戦」は戦艦大和の建造の是非

を巡る天才数学者の壮絶な戦いを描いた。
沖縄をテーマにした舞台では、神奈川芸術劇

場「ライカムで待っとく」は沖縄在住の若手劇作
家兼島拓也に依頼し、田中麻衣子が演出した。
基地を抱える不条理な状況下にある沖縄の人々
と本土の人間との微妙な距離感を焙り出した。
ホリプロの畑澤聖悟作、栗山民也演出、松山ケ
ンイチ主演「hana―1970、コザが燃えた日」
は、復帰直前に起きたコザ騒動を背景に血のつ
ながらない家族の物語。名取事務所がACO沖
縄と共同制作した内藤裕子作・演出「カタブ
イ、197２」は３世代の家族を通して復帰した197２
年の沖縄を描いた。同作は鶴屋南北戯曲賞、ハ
ヤカワ『悲劇喜劇』賞を受賞した。文化座の杉浦
久幸作、鵜山仁演出「命どぅ宝は」は復帰のため
に戦った人々をモデルにした作品。いずれも力
作だった。

２0２0年から続くコロナ禍で、舞台関係者に感
染者、体調不良者が出るたびに公演中止となる
ケースが相次いだ。三谷幸喜作・演出「ショ
ウ・マスト・ゴー・オン」では11・1２月の公演
期間中に主演の鈴木京香をはじめ出演者4人が
感染などで休演する緊急事態があった。その度
に三谷が代役を務め、結果的に4人の代役を1人
で担った。

年末に衝撃的な出来事があった。女優が所属
劇団の主宰者である演出家をセクハラで告発
し、損害賠償を求めて訴訟を起こした。訴えら
れた演出家は事実無根として反論し、法廷の場
で争われている。宝塚歌劇団では男性演出家が
演出助手へのセクハラで退団の処分を受けた。

２0２２年で最も注目された若手劇作家は劇団
た組主宰の加藤拓也だろう。作・演出した「も
はやしずか」は夫婦（橋本淳、黒木華）の問題を
ベースに家族や自身の存在意義を問う作品。

iakuの横山拓也は、俳優座に「猫、獅子にな
る」を書き下ろした。中学時代のいさかいが原
因で不登校となり、50歳になっても引きこもる
美夜子（清水直子）を中心に8050問題を抱えた

［現代演劇］

2022年の現代演劇
林　尚之
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家族を描いた。演出は横山と３度目のタッグと
なる眞鍋卓嗣。新国立劇場初登場となった「夜
明けの寄り鯨」は、捕鯨で栄えた和歌山県の港
町を舞台に、２5年前に傷つけたかもしれない男
性の面影を追う女性（小島聖）の物語で、演出は
大澤遊。「あつい胸騒ぎ」が再演され、母親役の
枝元梢が紀伊国屋演劇賞を受賞した。

トラッシュマスターズの中津留章仁は、「出
鱈目」で町興しのために始めた芸術祭で受賞し
た作品を巡る表現の自由に切り込んだ。ジェッ
トラグプロデュースの「見舞う客」は事故で記憶
を失った女性を見舞う加害者男性の謎をサスペ
ンスタッチで描き、続く「Vanity」では大量生産
された服の余剰在庫の途上国への寄付が抱える
問題を浮き彫りにした。

モダンスイマーズの蓬莱竜太は、新作「だか
らビリーは東京で」と5年前に初演した作品を
リニューアルした「広島ジャンゴ２0２２」を上演。

「だからビリー」は何か始めようとする若者の物
語。「広島」は広島の牡蠣工場で働くシングルマ
ザー（天海祐希）と彼女に手を焼く工場のシフト
担当（鈴木亮平）を主人公に社会と闘う女性の姿
を西部劇シーンも挟んで描いた。

日本劇作家協会の会長に就任したミナモザ
の瀬戸山美咲は、演出とともに「ペーター・ス
トックマン」で翻案、音楽劇「スラムドッグ＄ミ
リオネア」で上演台本を手掛けた。

ケラリーノ・サンドロヴィッチが書き下ろ
した「世界は笑う」は、終戦から10年後の新宿を
舞台に昭和の喜劇人の破天荒な生き様を描い
た。KERA・MAP公演「しびれ雲」では独特の
方言を話す架空の小さな島に現れた謎の男（井
上芳雄）と島の人々との群像劇。

松尾スズキが芸術監督を務めるシアターコ
クーンで作・演出した「ツダマンの世界」は昭和
初期から戦後を舞台に作家ツダマンを取り巻く
人々の濃密な愛憎劇。

ラッパ屋の鈴木聡が作・演出した「百日紅、
午後四時」は、夫を事故で亡くした女性（市毛良
枝）を巡る家族愛の物語。

JACROWの中村ノブアキの「鶏口牛後」は起
業をテーマに２つの人生がパラレルワールドで
展開。「キョウカイセン」はオーディションで選
ばれた俳優たちと創り上げた。

Serial　numberの詩森ろばが作・演出した

「Secret War―ひみつせん」は戦時研究を行っ
た登戸研究所の女性研究員（三浦透子）を中心に
戦争が引き起こす残酷と無為を描いた。

鄭義信は、大鶴佐助が座長の劇団ヒトハダ旗
揚げ公演で作・演出した「僕は歌う、青空と
コーラと君のために」は、1950年の東京郊外の
キャバレーを舞台に歌でつながる人たちの姿を
描いた。

公共劇場では、新国立劇場は芸術監督の小川
絵梨子が就任から4年目に入った。小川が演出
したアニー・ベイカー作「アンチポデス」は閉ざ
された部屋で物語を生み出す作業をする8人を
通して言葉の在り方、他者との関係性を描いた。
ケネス・ロナーガン作、桑原裕子演出「ロビー・
ヒーロー」はロビーの警備員（中村蒼）が思わず口
を滑らせたことから起こるトラブルから正義と
は何かを問う。デュレンマット作、五戸真理枝
演出「貴婦人の来訪」は大富豪の貴婦人（秋山菜津
子）の復讐がかつての恋人を死に追いやる悲喜
劇。開場２5周年記念公演のトム・ストッパード
作、小川演出「レオポルトシュタット」は２0世紀
前半のオーストリアに生きたユダヤ人実業家（浜
中文一）の一族を襲う悲劇の一大叙事詩。須貝英
作、稲葉賀恵演出「私の一ヶ月」は、英国のロイヤ
ルコート劇場との劇作家ワークショップから生
まれた作品で、舞台上の３か所の場所で起こる出
来事が時空を超えて交差する。

神奈川芸術劇場は、芸術監督の長塚圭史の上
演台本・演出で西遊記をベースに神奈川県内の
伝説を巡る冒険譚「冒険者たち」、幼い息子を事
故で亡くした夫婦（小島聖、田代万里生）の葛藤
と再生を描くリンゼイ＝アベアー作、小山ゆう
な演出「ラビット・ホール」を上演した。

東京芸術劇場は、1２世紀の英国を舞台にヘン
リー２世ら王家の壮絶なバトルを描いたジェー
ムズ・ゴールドマン作、森新太郎演出「冬のラ
イオン」、金に執着する因業なアルバゴンを主
人公にしたモリエールの傑作喜劇をルーマニア
の演出家シルヴィウ・ブルカレーテが演出した

「守銭奴　ザ・マネー・クレイジー」を上演。と
もに佐々木蔵之介が主演した。

世田谷パブリックシアターでは、倉持裕作・
演出「お勢、断行」を上演。江戸川乱歩の短編を
もとに悪女お勢（倉科カナ）を描く。デヴィッ
ド・アイヴス作、五戸真理枝演出「毛皮のヴィー
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ナス」はオーディションに来た女優（高岡早紀）
と演出家（溝端淳平）の会話を通して人間の性的
欲望を描く二人芝居。ルイジ・ルナーリ作、白
井晃の上演台本・演出「住所まちがい」は自分の
生存も不確かな極限状況で３人の男（仲村トオ
ル、田中哲司、渡辺いっけい）が展開する奇妙な
会話劇。松田正隆作、栗山民也演出「夏の砂の
上」は職を失って妻も家を出た男（田中圭）の悲
哀と心の乾きを描く。アラバール作、生田みゆ
き演出「建築家とアッシリア皇帝」は孤島から世
界に挑む男２人（岡本健一、成河）の物語で、成河
は紀伊国屋演劇賞を受賞した。

パルコ劇場では、カナダの作家ニコラス・ビ
ヨン作、宮田慶子演出「エレファント・ソング」
は診察室を舞台に患者の男（井之脇海）が仕掛け
る心理スリラー。三谷幸喜作の5人の吸血鬼を
めぐるホラーコメディ「VAMP SHOW」を河原
雅彦演出で再演。幽霊と会話できる復員兵（神
山智洋）を主人公にした安部公房作「幽霊はここ
にいる」を稲葉賀恵が演出した。

シアターコクーンでは、アーサー・ミラー
作、リンゼイ・ボスナー演出「みんな我が子」は
円満そうな家族（堤真一、伊藤蘭、森田剛）の再
生と崩壊を描いた。野田秀樹作、杉原邦生演
出、成田凌主演「パンドラの鐘」は戦争前夜の長
崎の古代遺跡の発掘現場から古代王国がよみが
える野田ワールド全開の舞台。赤堀雅秋作・演
出「パラダイス」は悪に手を染める男（丸山隆平）
の栄枯盛衰を描く。

新劇系の劇団は観客の高齢化が進み、若い世
代の取り込みに力を入れている。２5歳以下の
ユース割引、中高校生の割引のほか、無料の試
みも登場。劇団民藝では支援者の寄付金をもと
に人数限定の「ルーキーシート」を設定。事前登
録して無料観劇できるシステムで、ほかの劇団
にも広がっている。

文学座は、創立者の獅子文六の作品で、コー
ヒー道を究めようとする人々の人間模様の「コー
ヒーと恋愛」を五戸真理枝の潤色・演出で上演。
東憲司作、西川信廣演出「田園1968」は激動の時
代だった1968年の地方都市の家族を通して時
代と人間を描いた。秋元松代作、松本祐子演出

「マニラ瑞穂記」はフィリピン独立に夢をかけた
男たちと異国で体を売ることで生き延びる女た
ちの物語。テネシー・ウィリアムズの名作「欲望

という名の電車」を文学座として３0年ぶりに上
演。ブランチは山本郁子で、高橋正憲が演出。
原田ゆう作、所奏演出「文、分、異聞（ブン、ブン、
イブン）」は196３年の文学座の分裂劇を描いた。

俳優座では、ロバート・アスキンス作、田中壮
太郎演出「カミノヒダリテ」は悪魔という存在を
介して信仰の本質を問うブラックコメディ。狂
言、能に想を得た田中千禾夫作、森一演出「花子」

「京時雨濡れ羽双鳥」、セバスティアン作、小笠原
響演出「ムッシュ・シュミットって誰だ？」は1
本の電話をきっかけに不可解な出来事が次々と
起こるコメディ。堀江安夫作、川口啓史演出「待
ちぼうけの町」は東日本大震災から7年後の三陸
を舞台に人生の一歩を踏み出す人々の群像劇。

民藝では、アネッテ・ヘス作、長田育恵脚
本、丹野郁弓演出「レストラン『ドイツ亭』」はホ
ローコスト裁判を舞台に若いドイツ人女性の成
長と葛藤を描いた。ブライアン・フリール作、
シライケイタ演出「ルナサに踊る」は音楽やダン
スを心の糧に貧しさの中でも気丈に生きた姉妹
の物語。河本瑞貴作、丹野演出「忘れてもろう
てよかとです」は佐世保のバーを舞台に社会の
底辺に生きた女たちの戦後史を描く。デイ
ヴィッド・ヘア作、丹野演出「モデレート・ソ
プラノ」はイギリスの田舎町にオペラハウスを
建設した夫婦の姿を描く。稽古場で部落差別を
テーマにした島崎藤村の名作をもとに村山知義
脚色、岡本健一演出「破壊」を上演。

青年座では、シライケイタ作、金澤菜乃英演
出「ある王妃の死」は朝鮮王朝の王妃暗殺を巡る
裏面史劇。マキノゾミ作、宮田慶子演出「横濱
短編ホテル」は横浜のホテルを舞台に7つの短
編が1つの物語に繋がる。中島淳彦作、黒岩亮
演出「夫婦レコード」は1枚のレコードに刻まれ
た夫婦の記録と記憶の物語。注目の若手劇作家
ピンク地底人３号作、宮田慶子演出「燐光のイル
カたち」は、都市を分断する壁の近くにある店
を舞台に過酷な現実を懸命に生きる兄弟の喪失
と再生を描いた。

演劇集団円では、マーティン・マクドナー
作、寺十吾演出「ピローマン」は児童殺人事件で拘
留された兄弟の悲劇。内藤裕子作・演出「ソハ、
福ノ倚ルトコロ」は滝沢馬琴を支えた人々の物語
で、内藤は同舞台で紀伊国屋演劇賞を受賞した。

青年劇場は、金貸しに丸め込まれる庶民の悲
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喜劇を描いた真船豊作、板倉哲演出「裸の町」、
真理を求めて非科学的な思想と闘った戸坂潤を
主人公にした古川健作、鵜山仁演出「眞理の勇
氣」を上演。斎藤憐作、大谷賢治郎演出「豚と真
珠湾」は戦後まもない石垣島で「八重山共和国」
を作ろうとした人々の姿を描き、瓜生正美構
成・脚本、シライケイタ演出「殺意」は戦争で息
子を亡くした母親の殺人未遂事件を通して戦争
の傷の深さを描いた。
劇団昴では、バリー・リードの同名小説の舞
台版「評決」は落ちぶれた弁護士の逆転劇が爽快
で、演出は原田一樹。「ラビット・ホール」を田
中壮太郎演出で上演し。師走恒例の「クリスマ
ス・キャロル」で締めくくった。
文化座では、斎藤祐一脚本、西川信廣演出

「しゃぼん玉」は強盗事件を起こした青年と老女
の奇妙な共同生活から青年の更生を描く。オル
コットの世界的な名作をもとに高瀬久男脚本、
西川信廣演出「若草物語」は父が戦地に行った一
家の4姉妹の成長を描く。
東演は、夢の新天地カナダを目指すフランス

の若者が主人公のヴィルドラック作、鵜山仁演
出「商船ティナシティ」、戦時中に演劇活動に熱
い情熱を傾けた演劇人の姿を描いた三好十郎
作、松本祐子演出「獅子の見た夢」を上演した。
銅鑼が創立50周年記念で上演したシライケ

イタ脚本、斎藤理恵子演出「泣くな研修医」は若
き外科医の葛藤と成長を描いた。
朋友では、原田マハ原作、古川貴義脚本、大
澤遊演出「本日は、お日柄もよく」はスピーチラ
イターとして歩み始めた女性の成長物語。太田
善也作、黒岩亮演出「コルセット」は下着メー
カーを立ち上げた２人の再会の不協和音を描く。
扉座では、横内謙介の作・演出「神遊（こころ
がよい）　馬琴と崋山」は滝沢馬琴と渡辺崋山の
交流を描き、「最後の伝令　菊谷栄物語　19３7
津軽～浅草」は浅草の人気レビューの座付き作
家菊谷栄を主人公に戦争が迫る時代に生きた
人々の姿を描いた。
劇団桟敷童子は、サジキドウジ作、東憲司演出
で、金魚問屋を舞台に家族の相克を描く「夏至の
時」、ゴーリキ―の「どん底」を下敷きにした「老
いた蛙は海を目指す」は戦前の木賃宿に集まった
貧しい人々がエネルギッシュに生きる群像劇。
ホリプロは、世界的に大ヒットした「ハリー・

ポッター」シリーズの舞台版「ハリー・ポッター
と呪いの子」でロングランに挑戦した。大人に
なったハリー・ポッター（藤原竜也、石丸幹二、
向井理のトリプルキャスト）と息子アルバスの
対立を軸にした作品。ウィリアム・ギブソン
作、森新太郎演出「奇跡の人」は家庭教師サリ
ヴァン（高畑充希）が三重苦の少女ヘレン・ケ
ラー（平祐奈）に言葉を教える壮絶な戦いを描
き、ロルカ作、杉原邦生演出「血の婚礼」は結婚
式を控えた花嫁（早見ひかり）と略奪した昔の恋
人（木村達成）の悲劇。
シスカンパニーは、藤田俊太郎を演出に迎え、
ポーラ・ヴォ―ゲル作「ミネオラ・ツインズ」を
上演。性格が正反対の双子の姉妹（大原櫻子）が
1950年代から80年代の激動の時代を駆け抜け
たダークコメディ。ルーシー・カークウッド作、
加藤拓也演出「ザ・ウェルキン」は、殺人犯の少
女（大原櫻子）を裁く陪審員の1２人の女たち（吉
田羊）の二転三転する展開の最後に悲劇が待
つ。北村想作、寺十吾演総「奇蹟」は記憶を失く
した探偵（井上芳雄）と相棒の不思議な謎解きの
旅。三谷幸喜作・演出「ショウ・マスト・ゴー・
オン」は様々なアクシデントを乗り越えて舞台
進行に悪戦苦闘する舞台監督（鈴木京香）らス
タッフの姿を描いたコメディ。
井上ひさし作品を上演するこまつ座は、「貧

乏物語」を２4年ぶりに栗山民也演出で上演。大
正時代のベストセラー「貧乏物語」を書いた経済
学者河上肇が不在の河上家を舞台に妻（保坂知
寿）をはじめ娘、女中など女性だけの出演者で
本当の豊かさを問う作品。鵜山仁演出「紙屋町
さくらホテル」は原爆投下３カ月前の広島のホ
テルを舞台に女主人（七瀬なつみ）と移動演劇さ
くら隊の演劇人の交流を描く。栗山演出「頭痛
肩こり樋口一葉」は夭逝した明治の女流作家一
葉（貫地谷しほり）と彼女を取り巻く女性たちの
物語。鵜山演出「吾輩は漱石である」は、「修善
寺の大患」と言われる夏目漱石（鈴木壮麻）が意
識を失った３0分間に去来する人々を通して描
く評伝劇。東憲司演出「イヌの仇討」は、赤穂浪
士の吉良邸討ち入りを巡り、吉良上野介（大谷
亮介）ら討ち入られた側から見た歴史のからく
りを焙り出す。
加藤健一事務所は事務所創立40周年、加藤健

一役者人生50周年公演として。ニール・サイ
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モン作、堤泰之演出「サンシャイン・ボーイズ」
を上演。往年のボードヴィルのスターコンビ
（加藤、佐藤B作）が再結成に意地の張り合いを
繰り広げる。ジャスティン・ブッチャー作、鵜
山仁演出の一人芝居「スカラムーシュ・ジョー
ンズor七つの白い仮面」は道化師を意味するス
カラム－シュと名付けられた男の世界を股にか
けた放浪の物語。加藤はこの２作品の舞台成果
で毎日芸術賞を受賞した。吉永仁郎作、黒岩亮
演出「夏の盛りの蝉のように」は浮世絵師の葛飾
北斎、娘のおえい、渡辺崋山、歌川国芳ら江戸に
生きたパワーある絵師たちの生きざまを描いた。
名取事務所は、別役実メモリアル３部作上演
として「やってきたゴドー」「ああ、それなの
に、それなのに」「病気」、暗い笑いに溢れた韓国
のパク・ニョン作、小笠原響演出「そんなに驚
くな」を上演し、その舞台成果で紀伊国屋演劇
賞団体賞を受賞した。イプセン作「民衆の敵」を
もとにした瀬戸山美咲の翻案・演出「ペー
ター・ストックマン」は弟の告発を潰そうとす
る町長を女性（森尾舞）が演じ、作品に新たなス
ポットを当てた。
トムプロジェクトは、古川作、日澤演出「芸人
と兵隊」、水谷龍二作・演出の風間杜夫のひと
り芝居「帰ってきたカラオケマン」再演のほか
に、ふたくちつよし作・演出「無言のまにまに」
は戦争で亡くなった若き画家の絵の展示館開設
に奔走する男たちの物語。東憲司作・演出「エ
ル・スール」は戦後の博多で逞しく生きる人々
の姿を描く。
CATプロデュースは、東京パラリンピック開
会式を演出したウォーリー木下の原案・演出
「僕はまだ死んでいない」は閉じ込め症候群の主
人公と周囲の人々の人間ドラマ。アーネスト・
トンプソン作、鵜山仁演出、高橋惠子主演「黄
昏」は死を意識し始めた老夫婦のひと夏を描
く。スペインのセルヒオ・ブランコ作、大澤遊
演出「デーバスランド」は劇作家と父親殺しの受
刑者を巡る、甲本雅裕と浜中文一の二人芝居。
ニール・サイモン作、元吉庸泰演出「裸足の散
歩」は新婚夫婦にアパート住人が絡むコメディ。
無名塾の仲代達矢は役者70周年を迎え、３月

に松本清張の短編をもとにした「左の腕」に主
演。10月には山本周五郎原作「いのちぼうにふ
ろう物語」を石川・能登演劇堂で1か月間公演

を敢行。亡くなった妻隆巴の脚本・演出で、深
川の一膳飯屋の主人幾三を演じた。
オフィスコットーネでは、ディレンマット
作、稲葉賀恵演出「加担者」はマフィアのボスに
拾われた元生物学者の姿を描く。公演後、代表
であるプロデューサーの綿貫凛さんが58歳で
亡くなった。３0代でプロデューサーとして独
立し、大竹野正典の作品を数多く上演したほ
か、チラシに演出家と並んでプロデューサー綿
貫凛の名前を掲載するなど、陰に隠れがちなプ
ロデューサーの地位向上にも努めた。
海外からの来日公演も実現した。フランスの

国立オデオン劇場はテネシー・ウィリアムズの
名作「ガラスの動物園」で来日。オランダの世界
的演出家イヴォ・ヴァン・ホーヴェの演出、フ
ランスの人気俳優イザベル・ユペールのアマン
ダ役で、従来の作品イメージを見事に覆し、衝
撃的な舞台だった。ルーマニアの国立劇場ラ
ドゥ・スタンカ劇場による「スカーレット・プ
リンセス」は、鶴屋南北作「桜姫東文章」をもと
にシルヴィウ・ブルカレーテが潤色・演出した。
演劇人の訃報も相次いだ。文学座の渡辺徹さ
んが61歳で亡くなった。研究生の時に人気ドラ
マ「太陽にほえろ！」に抜てきされ、人気者とな
り、バラエティ番組のMCなどで活躍した。一方
で、文学座の大先輩北村和夫さんの後を継いで
「花咲くチェリー」に主演するなど精力的に舞台
にも出演した。海外では英国の演出家ピーター・
ブルックさんが97歳で亡くなった。舞台の上の
空中ブランコなど妖精が飛び交う森の情景を作
り出したシェークスピア作「真夏の夜の夢」、上演
時間9時間の「マハーバーラタ」で世界の演劇界に
大きな影響を与えた。劇団「遊園地再生事業団」
を主宰した劇作家で演出家の宮沢章夫さんは65
歳で亡くなった。日常を乾いた視点で描く作品
が多く、「ヒミネ」は岸田戯曲賞を受賞した。

はやし・なおゆき
２0２0年に退社するまで日刊スポーツ新聞社で
主に演劇・演芸を担当し、年間３00本以上の舞
台を観劇。文化庁芸術祭、芸術選奨、鶴屋南北
戯曲賞の選考委員、国立劇場養成事業委員会委
員などを務める。
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2020年から始まった新型コロナウイルスは
終息せぬまま、22年は年初から第7波襲来によ
る休演や中止が夏まで続いた。秋から第8波の
影響が出始めたが、多くの劇場は全客席を開放
し、客足も戻った。ミュージカル界もコロナに
痛めつけられながら、初演物、再演物、オリジナ
ル作品、20年の中止作品などを次々上演しにぎ
わった。内容も漫画、アニメ、ゲーム、テレビド
ラマ、映画、小説などを原作にしたミュージカ
ル化がふえ、テーマも人種や性差別、ジェン
ダー、権力闘争、反戦、恋愛、友情、親子の絆、自
分探し、どたばたコメディ、ミステリー物と
種々雑多。古き良き時代のブロードウェイ・
ミュージカルと同時に最新作もすぐ上陸する。
ロンドン、ウィーン、韓国などミュージカルの
国籍も多彩だ。

コロナ禍の「ラ・マンチャの男」
夏恒例の「ピーター・パン」や日生劇場ファ
ミリーフェスティヴァル「リトル・ゾンビガー
ル」の中止は親子観劇の楽しみを奪った。とく
に気の毒だったのは「ラ・マンチャの男」ファイ
ナル公演（2月6日～28日　日生劇場）である。
1969年に市川染五郎が初演、70年に単身ブロー
ドウェイで主演し、松本幸四郎を経て79歳に
なった二代目松本白鸚が53年間の最後を飾る
記念公演が、25回のうち7回のみで中止された。
東宝は白鸚80歳の誕生日（8月19日）に23年4月
14日～24日までよこすか芸術劇場での復活公
演を行うと発表した。「松本白鸚　傘寿にして
挑み続ける　幻のファイナル公演が奇跡の復
活！」の宣伝文句のもと「見果てぬ夢」はまだ続
きそうだ。

劇団四季「バケモノの子」ロングラン
劇団四季はコロナ禍の中でも全国展開を続
け、東京で「アラジン」〔海〕、「アナと雪の女王」
〔春〕、「ライオンキング」（有明四季劇場）をロン
グラン中だが、さらに細田守監督アニメーショ

ン映画「バケモノの子」（高橋知伽江脚本・作詞　
富貴晴美音楽　青木豪演出）をミュージカル化
した。孤独な少年蓮が渋谷の町からバケモノの
異世界に迷い込み、乱暴者の熊徹に弟子入りし
て強くなってゆく。特殊メイクやパペットを活
用し、複雑な舞台機構を駆使して壮大なスケー
ル感を出した（4月30日～23年3月21日〔秋〕）。
「美女と野獣」が、浦安のディズニーリゾート
にある舞浜アンフィシアターで開幕した。1995
年に「東京・大阪同時ロングラン」で初演以来、
総公演数5600回、536万人を動員した作品が初
めてディズニーの本拠地に進出した。円形ス
テージを額縁舞台に改修し、美術、台本、演出も
新しく、ベルが歌う「チェンジ・イン・ミー」の
新曲も加わっての新版だ（10月23日～ロングラ
ン）。劇団四季は2023年7月14日、創立70周年
を迎える。22年はコロナでの公演中止もあっ
たが、全国巡演を含めて2328回、観客動員数は
245万607人に達した。

初演の海外ミュージカル
海外作品は大作から小品まで多彩。20年上

演予定だった「ヘアスプレー」「モダン・ミリー」
「ボディガード」が力の入った舞台になった。
「ヘアスプレー」（マーク・オドネル／トーマ
ス・ミーハン脚本　スコット・ウィットマン歌
詞　マーク・シェイマン歌詞・音楽）は、映画
や2度の来日公演でおなじみだが、日本人キャ
スト版は初めて。1960年代のアメリカ・ボル
ティモア。ビッグサイズの女子高生トレイシー
がテレビの人気ショー番組のダンサーを目指し
オーディションを受けに行く。登場人物の中に
黒人もいるのだが、最近は黒塗りのメイクをし
ないため、黒人と白人との間で起こる人種差別
がわかりにくい。ミュージカル初挑戦の渡辺直
美のトレイシーは、懸命に歌い踊り、明るさを
振りまいた。山口祐一郎の母親のビッグサイズ
ぶりも凄い。「グッドモーニング・ボルティモ
ア」は名曲だ。9月17日初日がコロナで19日に

［ミュージカル］

2022年のミュージカル ―コロナにめげず多彩な作品
横溝幸子
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変更された。10月2日まで東京建物Brillia 
HALL公演後、11月20日まで博多座、梅田芸術
劇場、御園座を巡演した。大千秋楽で渡辺直美
は20kgやせたと報じられた。演出は山田和也。
「モダン・ミリー」は67年公開のジュリー・

アンドリュース主演映画の楽曲を02年に一新
しトニー賞6部門を受賞した。1920年代、田舎
からニューヨークにきたミリー（朝夏まなと）
は、玉の輿を狙って社長トレヴァー（廣瀬友祐）
に猛アタックする話にホテルオーナー（一路真
輝）の人身売買事件が交錯する。朝夏のあけっ
ぴろげの明るさと一路の豹変ぶり、廣瀬のコメ
ディセンスが面白い。演出は小林香（9月7日～
26日　シアタークリエ）。

梅田芸術劇場制作「ボディガード」（ローレン
ス・カスダン作　アレクサンダー・ディネラリ
ス脚本　クリス・イーガン編曲　ジョシア・ベ
ルカッタ演出・振付）は、ケビン・コスナーと
ホイットニー・ヒューストン主演映画を2012
年英国でミュージカル化した。すでに英国キャ
ストが来日している。日本版は20年に大阪で5
回公演しただけでコロナで中止されたため東京
は初演である。謎のストーカーに付きまとわれ
る人気絶頂の歌手レイチェルと雇ったボディ
ガード（大谷亮平）との関係は？ミステリータッ
チで隙がない。レイチェルはトリプルキャス
ト。ダンスが得意の柚希礼音、歌唱力抜群の新
妻聖子、スタイリッシュなMay J.と三人三様の
微妙な違いが面白く見せる（1月21日～31日　
梅 田 芸 術 劇 場、2月8日 ～19日　 東 京 国 際
フォーラム ホールC）。

Hey! Say! JUMPの薮宏太がアンドリュー・
ロイド＝ウェバー作曲「ジョセフ・アンド・ア
メージング・テクニカラー・ドリームコート」の
ジョセフを軽やかに演じたのに続き、ポップな
青春ミュージカル「ビー・モア・チル」（ジョー・
トラックス脚本　ジョー・アイコニス音楽・歌
詞）では、高校生のジェレミーを主演するという
ように、ジャニーズ事務所のタレントがミュー
ジカルで実力を発揮している。

エルヴィス・プレスリーの徴兵エピソード
にヒントを得て作られた「バイ・バイ・バー
ディー」（マイケル・スチュアート原作　リー・
アダムス作詞　チャールズ・ストラウス音楽）
では松下優也のバーディー、長野博のマネージ

メント会社社長。「盗まれた雷撃―パーシー・
ジャクソン・ミュージカル」は、ポセイドンの
息子パーシーを岡本圭人が、「スクルージ」で若
き日のスクルージと好青年のハリーを相葉裕樹
が演じるというように若手の活躍が目立つ。
2.5次元ミュージカルの「テニスの王子様」出身
者が増えてきた。

制作プロダクションがホリプロに移っての
初演作「ブラッド・ブラザーズ」（ウィリー・
ラッセル脚本・作詞・作曲）は、貧しいジョン
ストン家に生まれた双子兄弟のミッキー（柿澤
勇人）と金持ちの家にもらわれたエドワード（ウ
エンツ瑛士）の血の宿命による悲劇。なぜもら
われるのが自分ではなかったのかというミッ
キーの悲痛な叫びが心を打つ。堀内敬子の貧し
く非常識な母親と一路真輝の知的な母親の差も
くっきり出た（3月21日～4月3日　 東京国際
フォーラム ホールC）。

異色作はタチ・ワールド制作「ファンタスティッ
クス―ボーイ・ミーツ・ボーイ版」だろう。ハー
ヴェイ・シュミットの音楽はそのまま使い、2021
年春、トム・ジョーンズが隣同士の少年少女の
愛をルイスとマットの男同士の愛に書き替えた。
その最新作を演出の勝田安彦が取り上げた。視
覚的にはハンサムボーイ同士の配役が望ましい
が、日本ではまだなじみにくいかもしれない（9
月14日～19日　ウッディシアター中目黒）。

韓国ミュージカルの「BLUE RAIN」は「カラ
マーゾフの兄弟」をベースにしたサスペンス
ミュージカル。「ルードヴィヒ」は同じ作・演出
チュ・ジョンファの新作。ベートーヴェン（中
村倫也）の激しい生き方に強い影響を与えるマ
リー（木下晴香）が個性的だ。

海外物の再演は大作揃い
東宝は再演作も大作を並べた。松本白鸚の

「ラ・マンチャの男」をはじめ、浦井健治の「笑
う男」、大竹しのぶの「ピアフ」、花總まり・愛希
れいかの「エリザベート」、森公美子・朝夏まな
との「天使にラブ・ソングを」と人気作ばかり。
久し振りの「ガイズ＆ドールズ」（6月9日～7月9
日　帝国劇場）では、演出にマイケル・アーデ
ンを起用した。39歳以下でトニー賞に2度もノ
ミネートされた新進気鋭の演出家に早くも目を
つけた東宝の判断は的確だ。井上芳雄の大物
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ギャンブラースカイに対して浦井健治のネイサ
ン、明日海りおの救世軍軍曹、望海風斗のネイ
サンの婚約者アデレイドという豪華な顔ぶれ
だ。望海は21年4月、宝塚歌劇雪組のトップス
ターから、女優に転身したばかり。1月の「イン
トゥ・ザ・ウッズ」の魔女役に続き、アデレイ
ドでも圧倒的な歌唱力でエネルギーのほとばし
りを見せた。新たなミュージカル女優の誕生だ。

シアタークリエでの「ダディ・ロング・レッ
グズ」は、井上芳雄の足長おじさんジャーヴィ
スに対して、孤児院育ちのジルーシャに上白石
萌音が挑戦した。前向きに歩む上白石と役が重
なり合い、好カップルが生まれた。
「ネクスト・トゥ・ノーマル」（ブライアン・

ヨーキー脚本・歌詞　トム・キット音楽）は前
回のマイケル・グライフ演出に代わり、上田一
豪が日本独自の演出、美術で2チーム制での再
演である。息子を亡くした母ダイアナ（安蘭け
い・望海風斗）は空想の中で息子がどんどん成
長してゆく。双極性障害を患うダイアナを通し
て家族のあり方や心の病との向き合い方など、
現代社会が抱える問題が描かれるが、どうして
もテーマが暗くなる。

東宝が1967年に初演した「ファンタスティッ
クス」が久し振りに上演された。隣同士塀越し
に愛を語るマット（岡宮来夢）とルイーザ（豊原
江理佳）。マットの父（斎藤司）とルイーザの父

（今拓哉）がさ細な喧嘩をする。こちらはボー
イ・ミーツ・ガール版。誘拐劇を演じるエル・
ガヨに元宝塚歌劇団男役の愛月ひかるを起用し
た。男役としての格好良さで見せるが、かつて
エル・ガヨを持ち役にした宝田明のような男の
色気が乏しいのが残念だった（10月23日～11月
14日　シアタークリエ）。
「ジャージー・ボーイズ」は、「トワング」とい

う唱法で歌うフランキー・ヴァリ役が、これま
で中川晃教しか歌えなかった。この公演では新
たに4オクターブの声を持つという花村想太が
加わり、Wキャストでの配役が可能になった。

帝劇での「ミス・サイゴン」は30周年記念公
演で、8月21日夜の部で公演回数1500回に達し
た。初演からエンジニアを演じ続けた市村正親
は、10月30日の博多座公演で初演から900回と
いう記録を樹立した。今回は地方を含めて4カ
月の長期公演に備え、エンジニアは市村正親の

ほかに駒田一、伊礼彼方、東山義久の4人を揃え
た。キムは高畑充希、昆夏美、屋比久知奈、クリ
スは小野田龍之介、海宝直人、チョ・サンウン
のトリプルキャストというように配役も複雑
だ。

市村はホリプロ制作の「ラ・カージュ・オ・
フォール」のアルバンで男同士の愛を哀感をこ
めて「ありのまま」「見てごらん」を歌った。さら
に「スクルージ」では金に執着する孤独な老人が
3人の精霊によって人間性を取り戻すまでを細
やかに演じ、73歳という年齢を感じさせぬ活躍
ぶりだった。2023年2月26日～28日に、「役者
生活50年」を記念して日生劇場で「市村座」を開
催する。

坂本昌行はシーエイティプロデュースの
「MURDER For Two」（ケレン・ブレア作・作
詞　ショー・キノシアン音楽　スコット・シュ
ワルツ　J・スコット・ラップ演出）のスリラー
ミュージカルで海宝直人と13役を演じ分けた

（1月8日～23日　シアターコクーン）ほか「THE 
BOY FROM OZ」では、ピーター・アレンの波
乱の人生を演じた。鳳蘭のジュディ、紫吹淳の
ライザと05年の初演時からの顔ぶれで安定し
た舞台を見せた（6月12日～7月3日　東急シア
ターオーブ）。

シーエイティは川平慈英、長野博、松岡充、
鈴木壮麻の4人で見せる「Forever Plaid」はじ
め「ダブル・トラブル」では、出演者を変えて

「夏シーズン」から「冬シーズン」まで長期公演を
企画。作曲家ジニーと作詞家ボビー兄弟に相葉
裕樹、浜中文一、林翔太など歌える若手が配役
され、2人で10人を早替わりするミュージカ
ル・コメディなど多くのミュージカルの制作に
力を入れている。
「メリー・ポピンズ」は4年ぶりの再演で、濱

田めぐみ、笹本玲奈が新たに加わった。「キン
キーブーツ」は、ドラァグクイーンのローラ役
が三浦春馬から城田優に代わり、「ピピン」の若
き王子は、城田優から森崎ウィンに代わるな
ど、再演物も俳優や演出で少しずつ配役が変
わっている。

優れたオリジナルミュージカル
漫画やアニメ、映画などを原作にしたオリジ

ナル作品が目立つ中で、東宝の「リトルプリン
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ス」「四月は君の嘘」「スラムドッグ$ミリオネ
ア」、ホリプロの「COLOR」「東京ラブストー
リー」が優れている。
「リトルプリンス」は「シャボン玉とんだ宇宙

までとんだ」に続き音楽座の名作を東宝が上演
権を得て取り上げた作品。井上芳雄の飛行士、
花總まりの花に対して、王子を加藤梨里香とW
キャストで演じた土居裕子の王子の若々しさは
驚異的。音楽座時代の王子役がちらついた。
「四月は君の嘘」は新川直司の漫画が原作。ア

ニメや映画になった。坂口理子脚本、フラン
ク・ワイルドホーン作曲、上田一豪演出。ピア
ノコンクールで優勝した有馬公生（小関裕太・
木村達成）は母の死をきっかけにピアノの音が
聞こえなくなる。ヴァイオリニストの宮園かを
り（生田絵梨花）の演奏を聴き、公生の心に音が
色づき始める。大切な人との出会いと別れの中
で音楽が深くかかわりながら成長して行く。音
楽の魅力がつまった青春ラブストーリー（5月7
日～29日　日生劇場）。「スラムドッグ$ミリオ
ネア」は、同名タイトル映画の原作小説「Q&A」

（ヴィカス・スワラップ作）を舞台化（瀬戸山美
咲上演台本・作詞・演出）した。スラム育ちの
ラム（屋良朝幸）は、インドの国民的タレント、
プレム（川平慈英）司会のクイズ番組で全12問
を正解するが、不正を疑われ逮捕され、拷問を
受ける。華やかなクイズショーの合い間にラム
の壮絶な人生とスラムの子ども達や格差社会が
描かれる。悪党に追われるラムが障害物を乗り
越えながら移動するスポーツ「パルクール」を
軽々と見せる屋良の身体能力が素晴らしい。川
平慈英の司会者が巧み（8月1日～21日　シア
タークリエ）。
「東京ラブストーリー」（柴門ふみ原作　佐藤万

里脚本・歌詞　ジェイソン・ハウランド作曲　
豊田めぐみ演出）は、サラリーマンの完治（柿澤
勇人・濱田龍臣）が東京に転勤になり、アフリカ
育ちのリカ（笹本玲奈・唯月ふうか）に振り回さ
れる。旧友の健一（廣瀬友祐・増子敦貴）が付き
合っているさとみ（夢咲ねね・熊谷彩春）は完治
の初恋の人だった。4人の若者が織りなす恋愛
模様を（空）キャストと（海）キャストで演じ分け
る青春物（11月27日～12月18日　東京建物Brill
ia HALL）。
「COLOR」は草木染作家・坪倉優介の体験談

をもとに高橋知伽江脚本・歌詞、小山ゆうな演
出で音楽は「トイレの神様」で知られる植村花菜
がミュージカルに初挑戦した。バイク事故で記
憶喪失になった草太が母（濱田めぐみ・柚希礼
音）の愛や多くの人々との出会いで少しずつ色を
感じてゆく。その心象風景が細やかに描かれ
た。草太と様々な人物を浦井健治と成河が交互
に演じ分けて健闘した（9月5日～25日　新国立
劇場小劇場）。

溝口健二監督映画「夜の女たち」がミュージカ
ル化（長塚圭史台本・演出　荻野清子音楽）さ
れ、江口のりこ、前田敦子、伊原六花が3人の女
の壮絶な人生を熱演した（9月3日～19日　神奈
川芸術劇場）。「銀河鉄道999」では神田沙也加に
決まっていたメーテル役を花總まりが演じた。

作曲家岩代太郎が音楽と言葉を結ぶ新たな
試みを奏劇と銘うっての公演で、「Trio」（土城
温美脚本　深作健太演出）は孤児院育ちの3人

（三宅健、藤木直人、大鶴佐助）が大人になった
時ハーモニーが崩れ去る。花道風の三角形の舞
台に立つと、その時々の人間関係がわかり、バ
ンドネオン、チェロ、ピアノのトリオが奏でる
音楽と俳優の言葉が一つになってゆく。俳優は
台本を持ったまま演じるが朗読劇とは異なる

（12月15日～24日　よみうり大手町ホール）。
イッツフォーリーズが「洪水の前」（矢代静

一・藤田敏雄脚本　いずみたく音楽　鵜山仁演
出）を25年ぶりにラサール石井の司会者役で再
演した。初演では財津一郎が演じた役だ。音楽
座の「ラブ・レター」（浅田次郎原作）は白蘭が書
き綴った吾郎へのラブレターが心にしみる。

コロナ禍の宝塚歌劇団
年初から東京宝塚劇場花組「元禄バロック

ロック」が、コロナで一部公演中止されるな
ど、コロナに痛めつけられる1年になった。東
京中心にまとめると雪組特別公演「ODYSSEY」

（1月10日～22日　東京国際フォーラム ホール
C）、「心中・恋の大和路」（8月3日～9日　日本
青年館）も中止された。宝塚歌劇団の主催では
ないが、高汐巴、寿ひずる以下宝塚のOGが
集っての峰さを理チャリティコンサート「愛の
旅立ち」（7月22日～23日宝塚バウホール、7月
29日　日本青年館）の中止は、峰ファンには痛
手だった。

演劇年鑑 2023



26

P223124_a_04折_gaikyo@[22-27]_横溝幸子_か09_ 修正日時： 2023年3月2日午後3時14分

「元禄バロックロック」は谷貴矢の大劇場デ
ビュー作。柚香光が相手役に元宙組の娘役トッ
プの星風まどかを得ての新コンビお披露目作で
もあった。元赤穂浪士で時計職人クロノスケ

（柚香）が惹かれた賭場の女主人キラ（星風）はコ
ウズケノスケの娘だったという忠臣蔵ファンタ
ジー。1月2日～2月6日の公演が1月8日～29日
を休演する中抜き公演になったのが残念だった。

月組「今夜、ロマンス劇場で」（小柳奈穂子
作・演出）は月城かなと・海乃美月の新トップ
コンビお披露目。助監督牧野健司（月城）がモノ
クロ映画のヒロイン美雪（海乃）に恋をする。そ
してスクリーンから飛び出した美雪に振り回さ
れる健司。現実と映画の世界を映像でつなぐ大
人のファンタジーで、小柳奈穂子の実力が発揮
された。ショーの中では、「今夜、ロマンス劇場
で」に続くジャズ・オマージュ「FULL SWI
NG！」（三木章雄作・演出）がジャズの魅力を
たっぷり味あわせてくれた（2月25日～3月27
日）。

雪組「夢介千両みやげ」（山手樹一郎原作　石
田昌也脚本・演出）は彩風咲奈の夢介の素朴さ
と優しさにスリのお銀（朝月希和）が惚れる、お
おらかな作品（5月6日～6月12日）。星組「めぐ
り会いは再び―真夜中の依頼人」（小柳奈穂子脚
本・演出）は筋立てがわかりにくいが、礼真琴の
伯爵の末裔ルーチェの明るさで見せてしまう（6
月18日～7月24日）。花組「巡礼の年～リスト・
フェレンツ、魂の彷徨～」（生田大和作・演出）は
7月30日～9月4日が途中4日間と千秋楽のみの
公演で新人公演もなくなった。宙組「HIGH & 
LOW」（HI・AX原作　野口幸作脚本・演出）は
暴力シーンをダンスシーンで巧みに見せた真風
涼帆の健闘も見逃せない（10月8日～11月20
日）。本公演の中で再演物の小池修一郎作・演
出の宙組「Never Say Goodbye」（4月2日～5月
1日）、月組「グレート・ギャツビー」（9月10日～
10月9日）が優れている。宙組の真風涼帆は相手
役に星風まどかから新たに潤花を得て戦争カメ
ラマンを骨太に演じ、月組の月城かなとはデイ
ジー（海乃美月）を想う男の哀愁を漂わせた。雪
組「蒼穹の昴」（11月26日～12月25日）は浅田次
郎原作の大作。科挙の試験に合格した梁文秀（彩
風咲奈）が清朝のために改革をはかるが…。トッ
プ娘役朝月希和の退団公演だ。美術も衣裳も豪

華。脚本・演出の原田諒念願の作品だが、原田
はセクハラ疑惑を週刊誌に暴かれて12月26日
付で退団した。将来を期待されていた演出家の
上田久美子が3月31日付で退団した。2022年は
トップスターの退団はなく、トップ娘役の朝月
希和ら35人が卒業した。

来日公演も盛ん
コロナにもめげずアダム・クーパーが来日

し、「雨に唄えば」（2月2日～13日　東急シアター
オーブ）をずぶ濡れになりながら楽しんで演じて
いた。1月22日の初日を遅らせての勇気ある公
演だった。「RENT」（5月18日～29日　東急シア
ターオーブ）は2000年の初来日から9度目。「コー
ラスライン」（8月11日～28日　 オーチャード
ホール）もおなじみ。
「シカゴ」はブロードウェイのリバイバル版

から25年を記念して、米倉涼子が11月ブロード
ウェイの舞台に立ち、凱旋公演をうたい文句に
来日の予定だったが、米倉が腰痛で降板したた
め、来日公演を行ったのは、ブロードウェイか
らではなく、ロンドン・ウェストエンドのキャ
ストを中心とする「シカゴオールスターズ・カ
ンパニー」だった（12月14日～31日　東京国際
フォーラム ホールC）。ニューイヤーコンサー
トや「クリスマス・ワンダーランド」などで、歌
手やダンサーの来日も盛んになった。

ジャニーズ事務所は騒動も
ジャニーズ事務所は「ジャニーズ・アイラン

ド THE NEW WORLD」（1月1日～26日）、堂本
光一の「Endless SHOCK―Eternal―」（4月10
日～5月31日）、「DREAM BOYS」（9月8日～30
日）、A.B.C-Zによる「ジャニーズ伝説2022」（12
月5日～22日）を帝国劇場で上演したほか、新橋
演舞場ではSnow Man主演「滝沢歌舞伎 ZERO 
2022」（4月6日～5月16日）、京本大我主演オリ
ジナルミュージカル「流星の音色」（藤井清美脚
本　滝沢秀明演出）、HiHi Jetsや美 少年による

「少年たち あの空を見上げて」（9月11日～10月
13日）を上演した。シアタークリエでは、ふぉ
～ゆ～が「Only1, NOT No.1」でダンスエン
ターテインメント集団梅棒と共演した。ダンス
だけで物語を構成する新たな舞台への挑戦であ
る（7月6日～26日）。グループから離れて個人
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参加の舞台も多く人気度も抜群だ。演出を担当
した滝沢秀明がタレント育成をするジャニーズ
アイランド社長を9月26日付で、ジャニーズ事
務所副社長を10月31日付で退任・退所した。
アイランド社長に井ノ原快彦が就任したが、
King & Princeの平野紫耀、岸優太、神宮寺勇
太の3人の退所が決まるなど揺れている。

訃報として「アニーよ銃をとれ」「キス・
ミー・ケイト」「マイ・フェア・レディ」「ファン
タスティックス」など日本のミュージカルに貢
献した宝田明さん（87）が3月14日、「キャッツ」
のグリザベラ、「エビータ」など劇団四季の
ミュージカルを支えた久野綾希子さん（71）が8
月22日に亡くなった。

2022年のミュージカル・ベスト10
ミュージカル界の全体像をつかむには、専門

誌「ミュージカル」による2022年度ミュージカ
ル ・ベスト10が参考になる（評論家・ジャーナ
リスト21名選出）
〈作品BEST10〉
第 1 位「バケモノの子」（劇団四季　演出　青木
豪）
第 2 位「ガイズ&ドールズ」（東宝　演出　マイ
ケル・アーデン）
第 3 位「ヘアスプレー」（東宝　演出　山田和也）
第 4 位「リトルプリンス」（東宝　演出　小林香）
第 5 位「今夜、ロマンス劇場で」（宝塚歌劇団）演
出　小柳奈穂子
第 6 位「スラムドッグ＄ミリオネア」（東宝　演
出　瀬戸山美咲）
第 7 位「蒼穹の昂」（宝塚歌劇団　演出　原田諒）
第 8 位「ブラッド・ブラザーズ」（ホリプロ　演
出　吉田鋼太郎）
第 9 位「四月は君の嘘」（東宝　演出　上田一豪）
第 10 位「モダン・ミリー」（東宝　演出　小林
香）
〈再演賞〉
「ダディ・ロング・レッグズ」（東宝　 演出　
ジョン・ケアード）
〈演出家賞〉
小池修一郎（「NEVER SAY GOODBYE」「るろ
うに剣心京都篇」「グレート・ギャツビー」「エリ
ザベート」）

〈男優BEST10〉
第 1 位　 井 上 芳 雄（「 リ ト ル プ リ ン ス 」「 ダ
ディ・ロング・レッグズ」「ガイズ＆ドールズ」）
第 2 位　柿澤勇人（「ブラッド・ブラザーズ」

「東京ラブストーリー」）
第 3 位　 市 村 正 親（「 ラ・ カ ー ジ ュ・ オ・
フォール」「ミス・サイゴン」「スクルージ」）
第 4 位　 坂 本 昌 行（「 マ ー ダ ー・ フ ォ ー・
トゥー」「THE BOY FROM OZ」）
第 5 位　浦井健治（「笑う男」「ガイズ&ドール
ズ」「COLOR」）
第 6 位　伊礼彼方（「ブラッド・ブラザーズ」

「ミス・サイゴン」「フィスト・オブ・ノースス
ター」）
第 7 位　 屋良朝幸（「EDGES」「スラムドッグ
＄ミリオネア」「りんご」）
第 8 位　廣瀬友祐（「INTO THE WOODS」「モ
ダン・ミリー」「東京ラブストーリー」）
第 9 位　松本白鸚（「ラ・マンチャの男」）
第 10 位　中川晃教（「CROSS ROAD」「ジャー
ジー・ボーイズ」）
第 10 位　花村想太（「ジャージー・ボーイズ」）
〈女優BEST10〉
第 1 位　望海風斗（「INTO THE WOODS」「ネ
クスト・トゥ・ノーマル」「ガイズ&ドールズ」）
第 2 位　上白石萌音（「ダディ・ロング・レッ
グズ」）
第 3 位　渡辺直美（「ヘアスプレー」）
第 4 位　大竹しのぶ（「ピアフ」）
第 5 位　土居裕子（「リトルプリンス」）
第 6 位　濱田めぐみ（「メリー・ポピンズ」「CO
LOR」）
第 7 位　花總まり（「リトルプリンス」「銀河鉄
道999」「エリザベート」）
第 8 位　生田絵梨花（「四月は君の嘘」）
第 8 位　高畑充希（「ミス・サイゴン」）
第 10 位　天海祐希（「薔薇とサムライ2」）
第 10 位　愛希れいか（「エリザベート」）

よこみぞ・ゆきこ
演劇評論家。日本演劇協会理事。都民劇場評議
員。歌舞伎サークル企画委員。時事通信社文化
部編集委員を経て文化庁芸術祭審査委員、芸術文
化振興会演劇専門委員、日本大学芸術学部非常勤
講師を歴任。著書に「夢を語る役者たち」ほか。
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2022年は沖縄が佐藤栄作首相時代の1972年
（昭和47年）５月1５日をもって本土に復帰して５0
年。22年の地方演劇概況をまず沖縄演劇に焦
点を合わせたい。私事になるが、新聞記者だっ
た筆者は沖縄の本土復帰前夜、船で那覇港に入
港、復帰第1日を取材したが、戦跡地・糸満市摩
文仁のはずれにあるひめゆりの塔、地下壕を訪
れた際の強烈な印象がいまも重く残る。広島に
投下された原爆による死者は約14万人（同市の
推計）、長崎では約7万人（同市推計）。沖縄では
軍人・軍属の約８万人を別にして、一般人の死
者が14万人以上だったことを改めて胸に刻み
込みたい。

盛んだった沖縄の本土復帰５０周年企画
当然のことながら沖縄の各劇団や劇場は「本

土復帰５0周年企画」を数多く取り上げた。なか
でもエーシーオー沖縄（沖縄市、下山久代表）は
22年３月から1年間かけ那覇市の文化芸術劇場
なはーと小劇場（約2５0席）、ひめゆりピース
ホール（約８0席）などを会場に7作品の連続上演
と総力体制で臨んだ。同劇団は1992年に創立、
沖縄芸能を取り入れた沖縄発信のオリジナル作
品を上演してきている。
３月になはーと小劇場でスタートした復帰企
画第1作は「密航者～波濤をこえて」（嶋津与志
脚本、眞鍋卓嗣演出）。沖縄より19年早く日本
復帰した奄美群島からアメリカ・沖縄へ“国境
を越えて”密航した女性を描く、沖縄の本土復
帰以前に焦点を合わせた作品だ。また民謡酒場
で働く二人の女が沖縄戦や戦後の生活を歌と踊
り、語りで演じる名作「島口説（しまくどぅち）」
（謝名元慶福作、藤井ごう演出）は9月に浦添
市・与那原町・西原町・南風原町の4ホールで
連続公演した。
さらに「はてしない物語～オキナワでゴドー
を待ちながら」（ベケット作、藤井ごう翻案・演
出）、扇田拓也の脚本・演出による新作「ハベル
～不思議の国のモモト」、東京の名取事務所との

共同制作として内藤裕子が書き下ろし、演出し
た「カタブイ、1972」（カタブイ＝片降り）、「沖縄
燦燦」（三隅治雄作・演出）、「与那覇家の食卓」
（伊波雅子脚本、藤井ごう演出）まで7作の上演。
このうち「島口説」は５月に東京・新大久保の

労音大久保会館で、「カタブイ、1972」は11月末
から12月中旬にかけて下北沢・小劇場B1でも
上演した。
21年10月末に那覇市の「新文化芸術発信拠

点」として開館した那覇文化芸術劇場なはーと
は５月に小劇場で「沖縄・復帰５0年　現代演劇
集inなはーと」（那覇市・おきなわ芸術文化の
箱主催）を企画。沖縄の現代演劇界を代表する
劇団ピーチロック（名護市）、劇団Ｏ.Ｚ.Ｅ（那
覇市）、劇艶おとな団（那覇市）の３劇団がそれぞ
れ代表作「オキナワ・シンデレラ・ブルース」
（新井章仁作・演出）、「72’ライダー」（真栄平仁
作・演出）、「9人の迷える沖縄人」（安和学治・
国吉誠一郎作、当山彰一演出）を上演。
なはーとは11月に沖縄「復帰」５0年特別企画

「喜劇　人類館」（知念正真作、佐藤尚子・知念
あかね演出）も小劇場で企画上演。190３年に大
阪で開かれた勧業博覧会会場近くの見世物小屋
で他地域の人たちと一緒に琉球人が展示される
という“人類館事件”が起きた。事件をモチー
フに知念正真が描いた沖縄初の岸田國士戯曲賞
受賞作品。沖縄演劇の傑作とされ、全4公演が
ほぼ満席の盛況で迎えられた。
国立劇場おきなわ（浦添市）も琉球芸能を中
心に様々な復帰企画を実施したが、10月に沖縄
初の芥川賞受賞作家・大城立裕の喜劇「トー
トーメー万歳」（嘉数道彦演出）を大劇場（約6３0
席）で上演している。このほかにも沖縄の多数
の劇団が様々な形で「復帰５0年」に取り組んだ
が残念ながら割愛する。
一方、東京や関西の劇団などによる沖縄公演

もあった。文化座が伊江島の島ぐるみ反基地闘
争を取り上げた「命どぅ宝」（杉浦久幸作、鵜山
仁演出）を2月に那覇市、名護市で、新国立劇場

［地方演劇］

2022年の地方演劇概況
森　洋三
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演劇研修所第16期生による朗読劇「ひめゆり」
（瀬戸口郁脚本、道場禎一・西川信廣構成、西川
演出）が9月に国立劇場おきなわ小劇場で上演
された。沖縄出身の劇団青年座（座友）の津嘉山
正種がひとり語り「戦世（いくさゆう）を語る」を
6月、沖縄タイムスホールで３年ぶりに行った。

老いやボケ、身体障害を越えてチャレンジ
いま身体的な障害や高齢を克服した、あるい

は焦点を当てた市民演劇活動が徐々に盛んにな
りつつある。“老い”と“ボケ”と“死”をテーマ
に徘徊演劇などユニークな活動を続けている劇
団「OiBokkeShi」（岡山県奈義町、菅原直樹代
表）が10月、三重県総合文化センター知識の広
場でロンドンのEntelechy Artsと共同製作し
た「Moving Day～引っ越しの日」（構成演出・
菅原直樹）を上演。日英が同じテーマで短編演
劇を作成して後日、互いの作品を映像で鑑賞し
て高齢者を取り巻く環境などを相互に意見交換
するという企画。三重県文化会館がアートプロ
ジェクトで公募したメンバー多数が参加した。
菅原は201５年に８８歳の岡田忠雄（現在9５歳の看
板俳優）を主役に自身も参加して「20年ぶりに
帰省した男性が故郷の商店街を（観客とともに）
歩く」という手法の“認知症徘徊演劇”を創設し
て第1作「よみちにひはくれない」（構成演出・
菅原）を披露。201８年9月には「世界ゴールド祭
201８日本」に参加、埼玉・浦和駅周辺でも上演
されている。

子どもたちの演劇活動では、東海３県の聴覚
障害の子どもたちが参加するデフキッズプロ
ジェクトが８月に岐阜市文化センター小劇場で
オリジナル手話劇「2５丁目のネコたち～ニャン
ともステキな宝探し」（平井千加子作・演出）を
上演。字幕付き、劇団あとの祭りなどが声優と
して協力した。５月に新潟市東区プラザホール
では知的障害などのある子どもと家族で結成し
た市民劇団わくわくが３年ぶりに痛快時代劇

「ねずみ小僧・其の三」（脚本演出・劇団わくわ
く）を。また神戸ではダウン症児童などで構成
されたミュージカル劇団ルーチアットステラ
321が８月、神戸文化ホール大ホールで第4回公
演「ヴィランズの子供たち」（構成演出振付・大
西正人）を上演。純真な王子と邪悪な魔法使い
の子供たちの交流を描いたオリジナル。俳優で

現在は大阪芸大短大教授をつとめる加納竜が監
修・指導にあたり、王様役でも出演した。

コロナ乗り越え続々復活
コロナ禍で中止や延期を余儀なくさせられ

ていた各種演劇祭やイベントが徐々に復活。大
規模の演劇祭では「ふじのくに⇆せかい演劇祭」
が３年ぶりにブルガリアやフランスなど海外の
劇団が参加して4月29日～５月８日、静岡芸術劇
場舞台芸術公園などで開催され、また4年に一
度開催の「とやま世界こども舞台芸術祭」が日本
を含むベトナム、チェコ、カナダ、ベルギー、ハ
ンガリーなど10ヵ国69団体が参加して7月３0
日～８月３日、富山県民会館や高岡文化ホールほ
かで開催された。

2年ぶり開催の「豊岡演劇祭2022」は9月1５～
2５日に兵庫県豊岡市や養父市を中心に山海塾
など9団体、公募のフリンジプログラムは約60
団体が参加、芸術文化観光専門職大学静思堂シ
アターや豊岡市民会館、歌舞伎上演機構を備え
た出石永楽館などで開かれた。同演劇祭実行委
員会の発表によると来場者は前回（2020年）の３
倍、約1万８千人、経済普及効果はほぼ1億３千万
円にのぼるという。

自然環境の中で展開する小さな国際演劇祭
「松江・森の演劇祭」（園山土筆芸術監督＝劇団
あしぶえ主宰）は５年ぶり。11月上旬の５日間、
ブルガリア、フランス、カナダ、日本の10団体
が日本一小さな公立劇場・しいの実シアター

（約100席）など4会場で行われた。
とはいえコロナ禍による公演中止・延期も

少なくない。四国こんぴら歌舞伎大芝居は金丸
座の南海トラフ地震対策としての改修工事も
あったが、20年（令和2年）から３年続けて開催を
見送り、全国公立文化施設協議会（野村萬斎会
長）の公文協・松竹歌舞伎巡業は20年以来、３年
連続しての中止。片岡愛之助を座長に続けてき
たシスティーナ歌舞伎（大原国際美術館シス
ティーナホール）は21年に続き22年・2３年も開
催中止となった。

コロナと関係はないが、市川猿翁のスーパー
歌舞伎「オグリ」などで知られる神奈川県藤沢市
の遊行寺伝説をテーマに据えた演劇集団・遊行
舎による市民劇「遊行かぶき」が9月末から３日
間、藤沢市湘南台市民シアターで代表作「小栗
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判官と照手姫」（脚本演出・白石征）を上演して
26年の歴史に幕を閉じた。

文化拠点の相次ぐ開館
22年も新劇場が次々にオープンしている。

秋田県の芸術・文化の拠点「あきた芸術劇場・
ミルハス」（2007席の大ホール、８00席の中ホー
ル、2つの小ホール）が9月にグランドオープン。
神戸では「なでしこ芸術文化センター・西神中
央ホール」（５00席）が10月、こけら落とし公演を
行って開館。北国では富山・高岡市に北國新聞
社高岡会館が５月に開館したが、３階に160席の
ホールを持つ。
また2３年の開館になるが、4月に民間資本（一
般財団メニコン芸術文化記念財団）の「メニコン
シアターAoi」（３01席）が名古屋の繁華街・今池
近くに完成予定。同財団はすでに110席の音楽
中心の多目的劇場「HITOMIホール」を有し、同
地域を「エンターテインメントのメッカに」と芸
術による地域活性化を目指す。また富山駅前に
建設中のDタワー（仮称）に富山市の中規模ホー
ル（6５2席）が８月に開館予定。札幌では田中記
念劇場財団による演劇専用劇場「北八劇場」
（226席）が24年春にお目見え。
新設ではないが、劇団四季が1996年以来（一
時期中断も）、九州の拠点として専用劇場に使
用した福岡市博多区の「キャナルシティ劇場」
（1144席）が7月に新体制でリニューアルオープ
ン。運営にはサンライズプロモーション東京
（高橋一仁代表取締役）、キョードー西日本（本
社・福岡市、倉田哲伸代表取締役）、イーティッ
クスデータファーム（本社・東京、原田栄二代
表取締役）の３社が「総合エンターテインメント
シアターへの転換」を目的として３月にシア
ターマネージメント福岡（松崎聡代表取締役）を
設立。それぞれエンタメ界では実績があり、7
月1日に梅若実・野村萬斎による「祝能」でス
タート、すでにサンライズプロモーション東京
が200３年以来上演を続け、通算2000回（観客動
員３00万人）という人気ミュージカル「テニスの
王子様」、パルコ・プロデュース公演など多彩
な企画で劇場活動を再開している。福岡では博
多座とともに、大劇場として今後の成果が注目
される。
やや異例というか石川県小松市の石川県こ

まつ芸術劇場うらら（本花道付き８５1席の大
ホール、音楽系の2５0席の小ホール）が2３年３月
4・５日に予定されている1３代目市川團十郎襲
名披露公演に合わせて「團十郎芸術劇場うらら」
へと名称変更。このほか可動床システムを持つ
岐阜市のぎふ清流文化プラザ長良川ホールが花
道と升席（6枠24席）を設置、県民芝居小屋「ぎふ
清流座」の名称を冠して地歌舞伎公演に対応、５
月から県内各座による「清流の国ぎふ　地歌舞
伎勢揃い公演」が始まった。
劇場ではないが紀州を舞台にした「華岡青洲

の妻」「紀ノ川」など数多くの名作・戯曲を書い
た有吉佐和子記念館（恩田雅和館長＝元和歌山
放送プロデューサー）が３月、和歌山市の紀の川
近くに開館した。東京・杉並区の旧居を一部復
元して建てられたもので、原稿を執筆した机や
椅子、愛用の万年筆などゆかりの品々を配置し
た書斎も再現。和歌山市立の施設だが、建設に
は民間篤志家が総工費の大半を拠出したとい
う。名作朗読劇場など著作にちなんだイベント
などが開催されている。

相次ぐ芸術監督、プロデューサー就任
2024年春、札幌駅前にオープンする「北八劇
場」の芸術監督に劇団イレブン☆ナイン（札幌
市）の俳優・劇作・演出家の納谷真大が就任す
る。北海道では札幌演劇シーズンなどを企画製
作する北海道演劇財団の芸術監督に劇団清水企
画の劇作・演出家、札幌座ディレクターの清水
友陽が4月に就任している。
水戸芸術館（小澤征爾館長）も4月にシアター
コクーンのプロデューサー岡本由紀夫が演劇部
門の芸術監督に。2３年9月開館の岡山芸術創造
劇場のプロデューサーに銀座セゾン劇場や渋谷
Bunkamuraなどの開設に携わり、彩の国さい
たま芸術劇場ゼネラルアドバイザーの渡辺弘が
就任。2３年1月に世界劇団（愛媛・東温市）代表
の本坊由華子が津あけぼの座（三重・津市）のプ
ログラムディレクターに。メニコンシアター
Aoiでは芸術監督にトリコ・Ａプロデュース、
サファリ・Ｐを主催する京都の劇作・演出家、
女優の山口茜が決定した。
中京・関西の話題を。11月、名古屋圏で小劇
場の聖地、メッカとされる名古屋市大須の七ツ
寺共同スタジオが５0周年を迎え、記念公演「夢
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の肉弾三勇士」（流山児祥原作、鹿目由紀脚色、
渡部剛己演出）を上演。同スタジオのこけら落
とし公演（1972年9月）に上演された作品で、鹿
目の劇団あおきりみかん、渡部の体現帝国をは
じめ多数の地元劇団が出演・スタッフで協力。
コロナ禍で上演は５回にとどまったが、残る日
数を舞台映像公演として完演した。
大阪を本拠に19５2年から演劇活動、関西芸術
座の創立メンバーでテレビ「水戸黄門」など幅広
い活動を続けてきた96歳の河東けいが9月、兵
庫県立ピッコロシアターでライフワークのひと
り語り「母～多喜二の母」（三浦綾子原作、ふじ
たあさや脚本・演出）をもって70年の舞台第一
線から退いた。河東はＷ・ギブソンの「奇跡の
人」に教師アニー・サリバン役を600回以上演
じている。
地域に根差し活動を続ける地域劇団・市民
劇場。創立60周年、70周年の記念公演を迎えた
劇団も少なくない。そんな足跡の一端―。
【1月】6日・劇団支木（青森市）が青森市民
ホールで「魔笛」（田辺典忠作・演出）を、1３～1５
日・関西芸術座（大阪市）がABCホールで「たこ
焼きの岸本」（蓮見恭子原作、勇来佳加脚色、松
本昇三演出）を。2３日・仙台小劇場（仙台市）が
広瀬文化センターで飛び出す紙芝居劇場版
「アーリー博士とレイト怪人」（石垣政裕作・演
出）を上演。
【2月】1～6日・パインソー（札幌市）が教育
文化会館小ホールで「ワタシの好きなぼうりょ
く」（川尻恵太脚本、山田マサル演出）、22、2３
日・劇団P.Sみそ汁定食（愛媛・砥部町）がシア
ターねこで「巡る、母桜」（桝形浩人作・演出）を
上演。17～20日・北九州芸術劇場（福岡・北九
州市）がクリエーションシリーズ第1作「まつわ
る紐、ほどけば風」（岩崎正裕作・演出）を。
【3月】24～27日・劇団名芸（名古屋市）が劇
団アトリエで創立60周年記念公演「二十二夜待
ち」（木下順二作、しものみさえ演出）を、26日・
劇団らくりん座（栃木・那須塩原市）が芳賀町民
会館ホールで創立70周年記念公演「いっしょに
いこうよ」（D.ホールマン作、印南貞人演出）を。
26、27日・劇団若者座（山口・宇部市）が宇部市
文化会館で合同公演「フォー・ウィメン～宇部
100年物語」（広島友好作・演出）を上演。
【４月】9、10日・劇団はぐるま（岐阜市）が御

浪町ホールで「ねこはしる」（工藤直子作、汲田
正子演出）、17日・劇団やまなみ（山梨・北杜
市）が笛吹市スコレーセンターで「また会える日
に」（水木亮作、河野通方演出）を。
【５月】22日・劇団静芸（静岡市）が「ちびっこ
魔女のぼうけん」（プロイスラー原作、小原輝夫
脚色、中川正臣演出）を、27～29日、6月３～５
日・劇団未来（大阪市）が未来ワークスタジオで
創立60周年記念公演「川向う」「橋の下のガタ
ロ」（和田澄子作、しまよしみち演出）を。2８、29
日・劇団夜明け（岐阜・中津川市）が地歌舞伎小
屋・常盤座で「林芙美子と島崎こま子」（井上ひ
さし作「太鼓たたいて笛ふいて」より鈴木弘文台
本・演出）を。
【６月】4日・仙台小劇場（仙台市）がエル・
パーク仙台ギャラリーホールで「DANDANお
んだんか」（石垣政裕作・演出）を、17～19日、
24～26日・劇団大阪（大阪市）が谷町劇場で創
立５0周年記念公演「医者の玉子」（岡田鉄兵作、
熊本一演出）を上演。11、12日・劇団フジ（大
阪・東大阪市）が布施PEベースで「おとな食堂」
（四方京作、齋藤順子演出）、1８、19日・劇団12０
〇en（福島市）が福島市写真美術館でイマーシ
ブシアター「花ノ寫眞館」（清野和也ほか原案、
清野和也演出）を。
【７月】2、３日・劇団どろ（神戸市）が新長田小
劇場で「父と暮せば」（井上ひさし作、合田幸平
演出）、８～10日・劇団ドラマシアターども（北
海道・江別市）がドラマシアターⅣで「夜学パー
ト2」（批本享洋作・演出）を。８～10日・劇団名
古屋（名古屋市）が劇団けいこ場で創立6５周年
記念公演「渡る人～星降る島からの報告」（ごと
うてるよ作、久保田明演出）を上演。12～1５
日・無名劇団（大阪市）があべのハルカスSPA
CE9で「プラズマ」（中條岳青作、島原海夏脚
色・演出）、16、17日・演劇集団☆邂逅（大阪市）
がT-6で「薔薇の牢獄」（和泉めぐみ作・演出）、
16、17日・劇団市民舞台（熊本市）が熊本市国際
交流会館で「風邪の神送り～うどんとおくりの
令和あれんじ」（構成脚色演出・松本眞奈美）
を、３0日・劇団すがお（三重・桑名市）が桑名市
総合福祉会館で創立60周年記念公演「命の事情
2～空襲77周年・桑名記憶館物語」（篠原史紀
作・演出）をそれぞれ上演。
【８月】6～9日・アクティブハカタ（福岡市）
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がベイサイド・ライブホールでプロデュース公
演「サダコ～折り鶴の少女」（たいらまさお作、
伊集院晃生構成・演出）、27日・劇団四紀会（神
戸市）が神戸女学館ホールで「芝浜の革財布」（三
遊亭円朝作、石川三吉脚色、村井伸二演出）を。
【９月】2、３日・劇団山形（山形市）が中央公民
館ホールで「太陽のあたる場所」（堤泰之作、平
野礼子演出）、３、4日・劇団こふく劇場（宮崎・
都城市）が宮崎・門川町総合文化会館でプロ
デュース公演「テンペスト」（シェークスピア原
作、松岡和子訳、永山智行構成・演出）を上演。
9～11日・劇団せすん（大阪市）が大阪グリーン
会館ホールで「GO!STOP!～天六奇譚」（湖やし
ろ作、ZERO演出）、9～11日・関西芸術座（大阪
市）がABCホールで「晴れたらいいね」（藤岡陽
子原作、宮地仙脚色、門田裕演出）を上演。9～
16日・札幌座（札幌市）・道産子男闘呼俱楽部
（東京）がシアターZOOで共同制作公演「五月、
忘れ去られた庭の片隅に花が咲く」（鄭義信作・
演出）を。
【1０月】10、11日・劇団石（熊本・益城町）が
熊本市健軍文化ホールで「裸でスキップ」（鈴木
聡作、邑木みほ演出）、14、1５日・劇団やませ
（青森・八戸市）が八戸市公民館で「炎と水と」
（佐々木功作・演出）を。14、1５日・劇団息吹（東
大阪市）が東大阪イコーラムホールで「けったい
な陣羽織」（木下順二原作、坂手日登美潤色・演
出）、1５、16日・演劇集団和歌山（和歌山市）が県
民文化会館ホールで「七人の墓友」（鈴木聡作、
山入桂吾演出）を上演。
【11月】３～6日・劇団四紀会（神戸市）が元町
プチシアターで「市長さんと街の人々」（別役実
原作、桜井敏脚色、岸本敏朗演出）を。4～6日、
11～1３日・劇団未来（大阪市）が未来ワークス
タジオで創立60周年記念公演「パレードを待ち
ながら」（ジョン・マレル作、吉原豊司訳、しま
よしみち演出）、10～1３日・ギンギラ太陽’s（福
岡市）が西鉄ホールで「ドラッグストア大戦争～
健康は俺が守る！」（大塚ムネト脚本・演出）を
上演。11～1３日、1８～20日・劇団大阪（大阪市）
が谷町劇場で創立５0周年記念公演「空蝉が鳴い
ている」（山脇立嗣作、山内佳子演出）、12、1３
日・劇団弘演（青森・弘前市）が岩木文化セン
ターで「さる梨とり」「三まいのおふだ」（高坂純
脚本、作間しのぶ演出）を。12、1３日・東北幻野

（山形・新庄市）が新庄市民文化会館大ホールで
「十一人の少年」（北村想作、海藤冨美演出）を。
1３日・劇団からっかぜ（浜松市）がクリエート
浜松で「フユヒコ」（マキノノゾミ作、布施佑一
郎演出）、1８～20日・劇団支木（青森市）がアウ
ガAV多目的ホールで「市長の油断」（田辺典忠
作・演出）、26、27日・劇団名芸（名古屋市）が天
白文化小劇場で創立60周年記念公演「ベニスの
商人」（シェークスピア作、栗木英章脚本、しも
のみさえ演出）をそれぞれ上演。
【12月】2、３日・ゆざ演劇研究会（山形・遊佐
町）が遊佐生涯学習センター・ホールで「片づけ
たい女たち」（永井愛作、本間知広演出）を、３、4
日・岡崎演劇集団（愛知・岡崎市）が岡崎市図書
館交流プラザLibraホールで「王子さまの梅干
し」（小川未玲作、石川雅彦演出）を。9日・劇団
HIT！STAGE（長崎・佐世保）がアルカスSAS
EBOで創立2５周年記念公演「春待つ鯨」（森聲由
作、有門正太郎演出）、17・1８日・劇団津演（三
重・津市）がリージョンプラザお城ホールで「北
の写真師～土方歳三を撮った男」（西田久光作、
山本賢司演出）、24、2５日・劇団すがお（三重・
桑名市）が桑名市総合福祉会館で創立60周年記
念公演「弔いのクリスマスパーティー～旭ビル
と桑名チンチン電車物語」（篠原史紀作、石垣ま
さし演出）を上演。

もり・ようぞう
演劇ライター・評論研究。1941年大阪市生ま
れ、早大文学部卒。1964～2006年、中日新聞・
東京新聞〈放送芸能部長、編集委員〉勤務。文化
庁芸術祭審査委員、国立劇場歌舞伎公演専門委
員等を歴任。日本演劇協会、藝能学会会員。松
尾芸能賞選考委員
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話題作に恵まれた1年だった。この1年に限っ
たことではないが、放送時間に視聴するリアル
タイム視聴だけでなく、インターネットでの見
逃し配信など配信プラットホームでのタイムシ
フト視聴が一般的となり、番組の見られ方がま
すます変化した。また、それに伴い話題の拡散
力が以前とは異なる形で高まっている。２０２２年
は、話題喚起力の高い作品の存在感がよりいっ
そう強く感じられた。

NHKの大河ドラマ『鎌倉殿の13人』は、1月に
スタートして1２月の最終回まで、1話1話が濃密
で、常に注目を集めた。連続テレビ小説の『カ
ムカムエヴリバディ』（２０２1年11月～２０２２年4
月）、『ちむどんどん』（２０２２年4月～9月）もSNS
での盛り上がりを見せ話題を振りまいた。

上述の変化は、既存のジャンルに新風を吹き
込むものでもあった。民放の連続ドラマでは、1
年を通じてバリエーション豊かな作品が放送さ
れた。サスペンス、ミステリーである『ミステリ
と言う勿れ』（フジテレビ、1月～3月）、ラブス
トーリーの『Silent』（フジテレビ、1０月～1２
月）、ホームドラマの『妻、小学生になる。』

（TBS、1月～3月）、弁護士もの（リーガルドラ
マ）の『石子と羽男―そんなコトで訴えます？
―』（TBS、7月～9月）などである。いずれも表
現の新鮮さが話題を喚起した。

テレビドラマがあらたに切り開いたジャン
ルの魅力を中心に1年を振り返る。

●連続ドラマの注目作
1月期の連続ドラマでは、TBSのホームドラ

マの金曜ドラマ『妻、小学生になる。』と、東海テ
レビのホームドラマ『おいハンサム!!』が注目さ
れた。『妻、小学生になる。』（TBS、1月２1日～3
月２5日、全1０話）は、新島圭介（堤真一）と娘・
麻衣（蒔田彩珠）のもとに亡くなった妻（母）の貴
恵（石田ゆり子）の魂（と記憶）をもった1０歳の
小学生・白石万理華（毎田暖乃）が現れることか
ら始まる異色のファンタジックホームドラマ

だった。貴恵の死後、抜け殻となって暮らして
いた二人が、小学生の体を借りた貴恵と触れ合
い、そのポジティブな言動に励まされること
で、あらためて前を向く過程が家族の温もりの
中に描かれた。万理華の母・千嘉（吉田羊）との
関係の描写にも、家族と関わることの難しさや
大切さが描かれ、重層的な見どころのある作品
となっていた。（脚本＝大島里美、演出＝坪井
敏雄、山本剛義ほか、プロデュース＝中井芳彦
ほか、原作＝村田椰融）
土ドラ『おいハンサム!!』（東海テレビ、1月8日

～２6日、全8話）は、オーソドックスなコメディ
タッチのホームドラマを、現代的な価値観に通
じるメッセージへとみごとに変換させた。頑固
で情に厚く、ダンディで憎めない父・伊藤源太
郎（吉田鋼太郎）と肝のすわった母・千鶴（MEG
UMI）が、男運のない三姉妹（木南晴夏、佐久間
由衣、武田玲奈）を温かく見守る。個人の問題
をどう家族と分かち合うか、どう家族として関
わるか、そのバランス感覚が心地よいものとし
て描かれていた。俳優陣はそれぞれの役どころ
を説得あるものとして好演した。（脚本・演出
＝山口雅俊、原作＝伊藤理佐、企画＝市野直
親、東京ドラマアウォード２０２２長編ドラマ部門
優秀賞、２０２２年日本民間放送連盟賞番組部門テ
レビドラマ・優秀）
『ミステリと言う勿れ』（フジテレビ、1月1０日

～ 3月２8日、全1２話）は、人気漫画が原作のミ
ステリードラマだ。大学生の久能整（菅田将暉）
は、同級生を殺害した容疑で警察の取り調べを
受けたことがきっかけで事件の捜査に協力する
ようになる。その鋭い観察眼、優れた洞察力
で、事件を解決に導く過程が緊張感をもって描
かれた。関係者の会話やしぐさを巧みに繋ぎ合
わせ、理路整然と真相に迫る主人公を、菅田が
淡々とした語り口で演じ、漫画の世界を巧みに
映像化した。（脚本＝相沢友子、演出＝松山博
昭、品田俊介ほか、原作＝田村由美、東京ドラマ
アウォード２０２２長編ドラマ部門優秀賞、主演男

［テレビ・ドラマ］

話題作が示したジャンルの新たな可能性
中町綾子
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優賞＝菅田将暉、２０２２年日本民間放送連盟賞番
組部門テレビドラマ・優秀）
よるドラ『恋せぬふたり』（NHK、1月1０日～3

月２1日、全8話）は、アロマンティック・アセク
シュアルの２人の同居生活を描いたオリジナル
ドラマだ。兒玉咲子（岸井ゆきの）は、他者に恋
愛感情をもたず（アロマンティック）、性的にひ
かれない（アセクシャル）。そんな彼女が、恋愛
もセックスもしたくない男性・高橋羽（さと
る・高橋一生）と出会って同居をはじめる。恋
愛によらない男女の人間関係を、咲子に思いを
寄せる同僚（濱正悟）や彼女のもとを去った友人

（小島藤子）との関係のなかに描き、多様な生き
方を示した。（作＝吉田恵里香、演出＝野口雄
大、押田友太、土井祥平、制作統括＝尾崎裕和、
プロデューサー＝大橋守、上田明子、令和4年度
文化庁芸術祭テレビドラマ部門優秀賞、第59回
ギャラクシー賞テレビ部門特別賞、吉田恵里香
が本作で第4０回向田邦子賞を受賞）

そのほか、1月期のドラマでは、日曜劇場
『DCU』（TBS、1月16日～3月２０日、全9話）が話
題になった。海上保安庁の潜水特殊捜査隊・
DCU（Deep Crime Unit）は、海の犯罪を解く
エキスパート集団である。番組は、イスラエル
のメディア会社・ケシェット・インターナショ
ナル、カナダを中心にコンテンツ製作を行う
ファセット4メディアとTBSテレビの共同制作
だった。（脚本＝青柳祐美子、小谷暢亮ほか、演
出＝田中健太、青山貴洋ほか、製作総指揮＝貴
島誠一郎、プロデューサー＝伊與田英徳ほか）

4月期では、日曜劇場『マイファミリー』（TBS、
4月1０日～6月1２日、全1０話）の視聴率が好調
だった。「ノンストップファミリーエンターテイ
ンメント」と謳ったオリジナルドラマで、夫婦

（二宮和也、多部未華子）が娘の誘拐事件の解決に
奔走する姿を追い、家族の絆を描いた。犯人の
要求にどう対応するかをめぐり、家族の絆が試
される。この２重の構造がドラマをスリリングな
ものにしていた。（脚本＝黒岩勉、演出＝平野俊
一、田中健太ほか、プロデューサー＝飯田和孝ほ
か、スーパーバイジングプロデューサー＝那須
田淳）

7月期放送の金曜ドラマ『石子と羽男―そん
なコトで訴えます？―』（TBS、7月15日～9月16
日、全1０話）は、町の人に寄り添ういわゆる「マ

チベン」に持ち込まれるトラブルをめぐるドラ
マだ。タイトルのとおり、「そんなコトで訴え
ます？」という困りごとを、司法試験に4回落ち
た東大卒のパラリーガルの硝子（通称・石子）

（有村架純）とフォトグラフィックメモリーとい
う記憶能力で司法試験に一発合格した高卒の弁
護士の佳男（自称・羽男）（中村倫也）の二人が解
決する。大きな訴訟を弁護するリーガルものと
は異なり、依頼人たちの人間模様を描き身近に
引き寄せた司法を描いた点が新鮮で気持ちよい
ドラマだった。（脚本＝西田征史、演出＝塚原
あゆ子ほか、プロデュース＝新井順子、ギャラ
クシー賞9月度テレビ部門月間賞、第6０回ギャ
ラクシー賞上期テレビ部門奨励賞）
夜ドラ『あなたのブツが、ここに』（NHK大

阪、8月２２日～9月２9日、1話15分全２4話）は、大
阪・尼崎を舞台にコロナ禍の暮らしを描いた
ヒューマンドラマだった。２０２０年の1０月、キャ
バクラで働いていたシングルマザーの山崎亜子

（仁村紗和）は、常連客だった運送会社社長の葛
西（岡部たかし）の誘いで宅配ドライバーを始め
る。慣れない仕事をひとつひとつこなしながら
日々を送る。そんな当たり前の営みをしっかり
と見せ、時代の空気をリアリティをもって伝え
た。（脚本＝櫻井剛、演出＝盆子原誠、梛川善
郎、佐原裕貴、制作統括＝櫻井壮一ほか、プロ
デューサー＝橋爪國臣、エンディングテーマ＝
ウルフルズ「バカサバイバー」、ギャラクシー賞
9月度テレビ部門月間賞、第6０回ギャラクシー
賞上期テレビ部門入賞）
土曜ドラマ『一橋桐子の犯罪日記』（NHK、1０月

8日～11月5日、全5話）は、76歳の独身女性・一
橋桐子（松坂慶子）が主人公のコメディーヒュー
マンドラマという点で異色だった。桐子は、同
居していた親友の知子（トモ）に先立たれ、独り
ぼっちとなる。そんな彼女が、服役すれば刑務
所では生活に困らず、独りぼっちではないと、な
るだけ人に迷惑をかけない犯罪を画策する。詐
欺や、狂言誘拐、自殺ほう助を試みるが、ことご
とくうまくいかない。その画策のなかで出会う
人たちとのふれあいが温かく描かれた。ファン
タジーとも言えるが、世代を超えた交流がすが
すがしいドラマだった。（脚本＝ふじきみつ彦、
演出＝笠浦友愛ほか、制作統括＝高橋練ほか、原
作＝原田ひ香）
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1０月期には、恋愛ドラマ『Silent』（フジテレ
ビ、1０月6日～1２月２２日、全11話）が、TVerのお
気に入り登録者数などで話題を呼んだ。高校時
代に交際していた二人が、8年後、街で偶然に再
開するところから始まるラブストーリーだ。佐
倉想（目黒蓮）は若年発症型両側性感音難聴を患
い耳が不自由になっていた。音羽紬（川口春奈）
はそのことを知って、手話を学び彼への思いを
伝えていく。相手を大切に思うこと、思うよう
にいかず傷つくこと、その思いのひとつひとつ
を周囲の人の気持ちを交えて浮かび上がらせ
る。恋や青春のなかにある感情の機微を掬いあ
げる脚本（セリフ）、演出（映像表現）、演技で近
年のテレビドラマにはない抒情的なラブストー
リーだった。（脚本＝生方美久、演出＝風間太
樹ほか、プロデュース＝村瀬健、主題歌＝Offici
al髭男dism「Subtitle」、ギャラクシー賞1２月度
テレビ部門月間賞）
『エルピス―希望、あるいは災い―』（関西テ
レビ、1０月２4日～1２月２6日、全1０話）は、冤罪
と報道をテーマにした社会派サスペンスドラマ
だった。民放テレビ局アナウンサーの浅川恵那
（長澤まさみ）は、ディレクターの岸本拓朗（眞
栄田郷敦）から連続殺人事件の死刑囚が冤罪で
はないかと相談される。真相を追ううちに、政
界を巻き込んだ疑惑が浮上する。テレビ業界を
舞台に、正義や職業倫理を問う挑戦的なドラマ
だった。長澤、眞栄田をはじめ俳優陣の熱演が
光った。（脚本＝渡辺あや、演出＝大根仁ほか、
プロデュース＝佐野亜裕美、ギャラクシー賞1２
月度テレビ部門月間賞）
そのほか、1０月期のドラマでは、水曜ドラマ

『ファーストペンギン！』（日本テレビ、1０月5日
～1２月7日、全1０話）が、注目された。港町に移
り住んだシングルマザーの岩崎和佳（奈緒）が、
地元の漁師の片岡洋（堤真一）と出会い、鮮魚直
売事業「お魚ボックス」の収益化に奮闘する。実
話をモデルにしたサクセスストーリーで、地域
の産業を舞台にした点が新鮮だった。（脚本＝
森下佳子、演出＝内田秀実、小川通仁ほか、チー
フプロデューサー＝三上絵里子、プロデュー
サー＝森雅弘ほか、原作＝坪内知佳）

●年間を通じた話題作
NHK大河ドラマ『鎌倉殿の１３人』（NHK、1月

9日～1２月18日、全48話）は、大河ドラマ三作目
となる三谷幸喜の圧倒的な脚本による充実の作
品だった。鎌倉幕府二代執権・北条義時（小栗
旬）を主人公として、幕府の人間模様を描く。
歴史の局面における幕府内の人間関係の心の機
微を余すことなく描いた異色の大河ドラマで、
ひとりひとりの登場人物が魅力的な存在感を
放っていた。（脚本＝三谷幸喜、演出＝吉田照
幸、末永創ほか、制作統括＝清水拓哉、尾崎裕
和、ギャラクシー賞1２月度テレビ部門月間賞）
『カムカムエヴリバディ』（NHK大阪、２０２1年
1月1日～２０２２年4月8日、全11２話）は、ラジオ
から流れてくる英語の響きに魅せられた橘安子
（上白石萌音）と、その娘の雉真るい（深津絵
里）、孫の大月ひなた（川栄李奈）の三代の物語
をリレーし、19２5年から２０２5年までの1００年間
を描いた。主人公たちは、和菓子、ラジオの英
会話講座、戦争、ジャズ、時代劇にかかわってい
く。個人史を通して日本の文化史や国際交流な
どを描き出した。説得力のあるエピソードの構
築は、連続テレビ小説のスケールメリットを活
かすものだった。（作＝藤本有紀、演出＝安達
もじり、橋爪紳一朗ほか、制作統括＝堀之内礼
二郎ほか、東京ドラマアウォード２０２２連続ドラ
マ優秀賞、助演男優賞＝オダギリジョー、脚本
賞＝藤本有紀、主題歌賞＝AI「アルデバラン」、
第48回放送文化基金賞・奨励賞＝NHK大阪放
送局、脚本賞＝藤本有紀、ギャラクシー賞4月度
テレビ部門月間賞）
また、テレビドラマではないが配信プラット

フォームNetflixのコンテンツでも連続ドラマ
の形態をとる話題作があった。11月に配信が
スタートしたNetflixシリーズ『First Love 初
恋』（11月２4日配信、全9話）だ。悲恋に終わった
高校時代の初恋から時を経て再開したふたりの
物語が、北海道を舞台にせつなく描かれた。（主
演＝満島ひかり、佐藤健、八木莉可子、木戸大
聖、脚本・監督＝寒竹ゆり、製作総指揮＝坂本
和隆、プロデューサー＝八尾香澄）

●注目の単発ドラマ
沖縄本土復帰50年ドキュメンタリードラマ

『ふたりのウルトラマン』（NHK、5月２日）は、円
谷プロで「ウルトラマン」の製作に携わった沖縄
出身の二人の脚本家を描く。今から5０年前、上
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原正三（佐久本宝）は、アメリカ統治下の沖縄か
らパスポートをたずさえて上京する。迎えたの
は、すでに『ウルトラQ』の脚本を執筆していた
同郷の金城哲夫（満島真之介）だった。大ヒット
した「ウルトラマン」の当時の制作現場の熱気と
金城、上原らの意気込みが、ドキュメンタリー
での証言インタビューも交えて伝えられた。作
品づくりにかける思いの一方での苦悩もまた多
くを考えさせる。脚本・監督は沖縄在住の映画
監督・中江裕司が手掛けた。（東京ドラマア
ウォード２０２２単発ドラマアウォード優秀賞、
ギャラクシー賞5月度テレビ部門月間賞）
スペシャルドラマ『津田梅子～お札になった

留学生～』（テレビ朝日、3月5日）は、２０２4年に
発行される新紙幣に肖像が描かれる津田梅子の
青春をたどった。明治4年に日本初の女子留学
生としてわずか6歳でアメリカに渡った津田梅

（広瀬すずほか、梅は幼名）が、女子教育の先駆
者として、その思いを成し遂げる姿を描いた。

（脚本＝橋部敦子、監督＝藤田明二、エグゼク
ティブ・プロデューサー＝内山聖子、プロデュー
サー＝神田エミイ亜希子ほか、東京ドラマア
ウォード２０２２単発ドラマアウォード優秀賞）
国際共同制作ドラマ『マイスモールランド』

（NHK、3月２4日）は、第7２回ベルリン国際映画
祭アムネスティ国際映画賞・特別表彰を受けた
映画「マイスモールランド」（5月6日公開）のテ
レビドラマ版として放送された。幼いころから
日本で育ったクルド人の女子高生・チョーラ
ク・サーリャ（嵐莉菜）の生活は、ある日突然在
留資格を失い一変する。クルド人は“国を持た
ない世界最大の民族”と言われ、共住する場所
で差別や迫害にあい故郷から追われている。埼
玉県には約２０００人が暮らすが、いつ強制退去を
命じられるかわからずに毎日をすごしている。
そんな状況を一人の少女と日本人の少年・崎山
聡太（奥平大兼）との交流を軸に身近なものとし
て描いた。民族とは何か、アイデンティティと
は何かをみつめさせる青春ドラマだった。

（作・演出＝川和田恵真、制作統括＝藤並英
樹、東京ドラマアウォード２０２1単発ドラマア
ウォード優秀賞）

●高視聴率のドラマ
２０２２年1月1日～1２月31日に放送された、15

分以上の番組を対象とした、「ジャンル別個人
視聴率ランキングベスト3／ビデオリサーチ視
聴率２０２２年【まとめ】」（関東地区）のテレビドラ
マの上位3番組は、以下の通りだった。
１位『カムカムエヴリバディ』（11.２％、NHK、

4月8日放送回）、2位『鎌倉殿の１３人』（1０.6％、
NHK、1月9日放送回）、３位『DCU』1０.3％、
TBS、1月16日放送回）、『マイファミリー・最
終回』（1０.3％、TBS、6月1２日放送）。

また、同資料によれば、「ターゲット×ジャン
ル別視聴率ベスト3」として、女性２０～34歳のド
ラマ視聴率ランキングを紹介しているが、1位
は、『Silent』（7.6％、フジテレビ、1２月15日放
送回）で、以下『ミステリと言う勿れ』（7.3％、フ
ジテレビ、1月２4日放送回）と『真犯人フラグ・
真相編・最終回』（7.２％、日本テレビ、3月13日
放送）が続いた。※表記は参照元による。

テレビ番組全体で言えば、1位、3位、5位に、
FIFAワールドカップ２０２２（日本×コスタリカ、
日本×ドイツ、日本×クロアチア）がランクイン
したほか、北京オリンピック関連などベスト1０
がほぼすべてスポーツ番組で占められた。一方
で、放送開始から7日内でのタイムシフト視聴
の実態を集計した「タイム視聴率全ジャンル」で
は、1位が２０２1年のヒットアニメ『鬼滅の刃・遊
郭編・最終回』（フジテレビ）、7位に同じくアニ
メの『SPY×FAMILY』がランクインしたほかは２
位の『ミステリと言う勿れ』をはじめとしてすべ
てドラマが占めた。

参照元：ビデオリサーチホームページ「２０２２
年のテレビ視聴率総まとめ【完全版】！よく見ら
れたテレビ番組は？」２０２3年1月1２日ニュース
リリース、参照URL　https://www.videor.co.
jp/press/２０２3/２3０11２.html、ビデオリサーチの
許諾を得て掲載。

なかまち・あやこ
日本大学芸術学部教授。文化庁芸術祭執行委員
会審査委員、「国際ドラマフェスティバル in 
TOKYO」東京ドラマウォード審査委員長など
放送関連各賞の審査委員を務める。これまで、
日本経済新聞「あのドラマこのセリフ」、読売新
聞「アンテナ」など新聞各紙にテレビドラマ評論
を執筆。著書に「ニッポンのテレビドラマ２1の
名セリフ」（弘文堂）ほか。
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